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大管長会メッセージ

家庭にあって福音を学ぶ

大管長

スペ ンサー ・W・キ ンボー ル

主
は教 会 を通 して， 家族 同士 の一 致 と

神 へ の信仰 を確 た る もの に する よう，

特 に強調 して教 えて お られ ます。 家庭 の神

聖 な義 務 が ないが しろ にされ ，子 供 の訓育

が 軽視 されて い る時代 にあ って， 私 た ちが

夫 婦， 親子 ， ま た親元 を離 れ て い る独 身 者

に対 し，繰 り返 し強調 して いる こ とがあ り

ます。 それは， それ ぞれ が 自分 の家庭 の 中

の愛 と一致 をさ ら に強 め る とい う点 に特 に

留 意 して， 真理 の原則 を学 び， 実 生活 に取

り入 れて い くこ とが是 非 と も必要 で ある と

いう こ とです。 その よ うな愛 が ある な らば，
し れつ

この末 日のサ タ ンの熾 烈 な攻撃 に も敗 北 を
きっ

喫 す る ことは な いで し ょう。

予 言 者 ジ ョセフ ・ス ミスは モ ルモ ン経 を'

私 た ちの宗 教 のか な め石 で ある と言 いま し

たが， そ の 冒頭 には， 私 た ちが親 として ど

うあ るべ きか とい う点 に関 して，正 しい原

則 が説 か れて い ます。「私 す なわ ち二一ファ

イは善 い 父母 か ら生れ た ので ……教 えを受

けた。」(1二 一 フ ァイ1：1)

子 供 に福 音 の真理 を教 え るこ とは，両 親

に与 え られ た神 聖 な務 め です。 私 灌ちが 先

頃， 以 下 の声 明 を全 教 会 の聖餐 会 で読 み上

げ る よ う要 請 したの はそ のた めで す。

「大 管長 会 は
，両 親 が子 供 たち に福音 を

教 え， 家族 を強め る最 適 の場 として週一 回

開 かれ る， 家庭 の 夕べ の重要1生をしば しば

強調 して き まし た。'日曜 日に家 族 で行 な う

福音 の 勉強 の ほか に， 月曜 日の夜 は家庭 の

聖徒 の道/1982年8月 号 1



欝講'家庭にあって柵音を学ぶ

夕べの ため に時間 を取 るよ うに して下 さい。

そこで福 音 の原則 ，愛 ，一 致 につ い て教 え

た り，家 族 で活動 を行 なう よう にす る とよ

いで し よう。」

私 たちは両 親 ま た指 導 者 の方 々 にこ の事

柄 につ いて特 に強調 す る よう に求 めて い ま

す。 それ は，天 父 に近 い生活 を し，常 に霊

性 を保 つ こ とが ，個 人 的 に もまた一個 の民

として も欠 か す ことの で きな い大切 な事 柄

だか らで す。真 の末 日聖 徒 の家 庭 は人生 の

嵐 や苦 闘 に対 す る避 け 所 です。 霊性 が生 ま

れ育 って い くのは， 日々 の祈 り，聖 典 の学

習， 福音 の教 え に関す る家 族 同士 の語 らい

や 活動， 家庭 の夕 べ， 家族 会議 ， 家族 そろ

って行 な う仕事 ， 遊 び，相 互 の助 け合 い，

まわ りの人 々に福 音 を分 か ち合 うこ とな ど

を通 してで す。 また霊 性 を培 うもの と して，

忍耐，他 の 人々 への思 いや り と赦 し， 家庭

の中で福 音 の原 則 を実 践 す る ことな ど も忘

れて はな りませ ん。 家庭 は福 音 が教 え てい

る義 につ いて精通 し，福 音 の真理 を共 に学

び，行 な う場 所 な ので す。

私 は 自分 が まだ若 い時 代， そ して 妻 や子

供 と共 に過 ごして きた生 活 を振 り返 る 時，

家庭 の中 で， よ く行 な っ た楽 しい活 動 の こ

とを思 い出 します。 天 国 は家庭 の 中 にあ っ

たのです。 歌， ゲ ー ムの進行 役 ，信 仰 箇条

の朗読 ，物 語， 特 技 の発表 ，割 り当て られ

た責 任 を果 たす こ とな ど， 何 を行 な う にし

て も，一 人一 人が それ を通 して成長 し， 良

い気持 ちを味 わ う ことが で きま した。

安 息 日，家 庭 の夕べ ， ま たほ か に も， 週

日の活動 な どを計画 す る際 に参考 にでき る

よう に とい う趣 旨で教 会 か ら出 され た以下

の提 案 を深 く考 え，祈 りの気持 ち を もって

見 直 して いた だ きた い と思 い ます。

「安 息 日の 計画 の 中 に，家 族 が一緒 に過

ごす 時間， また一 人一 人が聖 典 を学 び， 瞑

想 す る時 問， 人 々 に奉 仕 す る時 間 を加 える

とよい。 以下 の よ うな活 動 が考 え られ る。

聖典 ， 『聖徒 の道』大会 特集 号 ，教 会発 行

の書 籍 を読 む。 予言 者 の生涯 と教 え を学 ぶ。

レ ッス ンや そ の他， 教会 で の責 任 を果 たす

準備 をす る。 日記 を書 く。祈 り，瞑 想 す る。

親戚 や 友 人 に手 紙 を書 く。 あ る いは訪 問す

る。 宣教 師 に手 紙 を書 く。 精神 を高揚 させ

る音 楽 を楽 しむ 。 家族 そ ろ って福 音 を学 ぶ。

家族 会議 を開 く。 夫婦 の絆 を 強 める。 子供

に本 を読 んで や る。 系 図 の探求 を行 な う。

4代 家 族 の記録 を作成 し， また家 族 の歴 史

や個 人の歴 史 を書 く。 讃 美歌 を歌 う。 精神

を高揚 さ せ る文 学 書 を読 む。 芸術 に対 す る

理 解 を深 め る。 家 庭 の夕 べ の レッ ス ンや'活

動 を計 画 す る。 その他 の家族 の 活動 を計 画

す る。 教 会員 で な い人 と友達 にな る。 周 囲

の 人々 をフ ェ ロー シ ップ す る。病 気 の 人や

年 老 い た人， ひ とり暮 ら しの人 を訪 問 す る。

家族 一 人一 人 と個 人面接 を行 な う。

月曜 日の 夜 は家庭 の 夕べ の時 間 と し， 家

族全 員 が楽 しめる有 意義 な活動 を計 画 す る。

家族 を一 致 させ ，互 いの愛 を強 め， 義 しい

生 活 をす る よう に促 す 活動 で あれ ば， どの

よう な もので もよい。 以下 の よ うな活 動 が

考 え られ る。
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安 息 日の活動 と して提案 さ れ た事 柄 を行

な う。『家庭 の 夕べ 』のテ キ ス トを使 って レ

ッ スンを行 なう。 家族 み んな で楽 しめ るゲ

ーム をす る
。 文 化 的 な催 しに出か け る。家

族 で一 緒 に奉仕 活動 を行 な う。 家 族 で それ

ぞれの才 能 を分 か ち合 う。 家 を きれ い にす

る。 家庭 菜 園 の手 入れ を する。 家 庭貯 蔵 品

の 目録 を作 る。 食糧 の貯 蔵 計 画 を立 て る。

家庭 にお ける生 産 の計 画 を立 て る。 休 日や

特別 活動 のた めの 計画 を立 て る。 家族 会議

を開 く。 健康 管 理 プ ロ グラム の計 画 を立 て

る。 あ る いは実 施 す る。 教 会 員で な い友 人

をフ ェロ ー シ ップ す る。 レク リエ ー シ ョン

活動 を行 な う。」(パ ンフ レッ ト 「家族一 福

音 を基 とした家 庭 を築 くため の提 案」pp.

2-3)

上 記 の提 案 を祈 りの 気持 ち を もっ て考慮

す れば ，家 族 を指導 して い く立 場 に ある 人

人は賢 明 で霊 感 に基 づ い た決定 を下 す こと

が で きる で し ょう。 私 た ちは独 身 者， 夫婦 ，

そ して 親，子 供 た ちが これ らの 目的 を達 成

す るた め に，安 息 日の統 合 プ ロ グラ ム によ

って生 じた時間 を用 いる よう に望 む もの で

す。 子供 に福 音 を教 えた り，家 族 同士 で学

び合 った りす る上 で基 本 とな る こ とは，福

音 を実生 活 で正 しく実践 す る こ とです。 礼

拝 ， 学 習，話 し合 い， そ して義 にか な った

目的 を達 成 し， ふ さわ しい活動 を行 な う 日

曜 日， ま た， 共 に集 って家族 の活動 ，話 し

合 いな ど必要 とされ るすべ て の正 しい事 柄

を行 な う 月曜 日， この2日 間 に もた らされ

る影 響 力は何 と大 きい こ とで し ょうか。

聖 徒の道/1982年8月 号

383認 認83838383838383認838383838

天父に近い生活をし，

常に霊性を保つことが，

個人的にもまた一個の民としても

欠かすことのできない

大切な事柄だからです。

3838383838383認8383838383器 齪8鍵

この大 切 な 時間 帯 をみ た まの導 きの下 に

過 ご し， また， す べ ての生 活 時間 を柔軟 に

用 い られ る よう勧告 致 します。

提 案 に ある よ うな活動 はす べて， 家族 の

一致 をさ ら に強め る ため に霊 的 に偏 る こ と

の な いよ う に調 整 され た もの です が，重要

性 にお い て皆 同 じで ある とい うわ けで はあ

りませ ん。 優先 順位 が他 に先行 す る もの も

あ ります。 二 一フ ァイの次 の 言葉 が思 い出

され ます。「私 た ちは キ リス トの こと を話 し，

キ リス トの こと を喜 び， キ リス トの ことを

説教 し， キ リス トの こ とを予 言 し， また私

た ちの子 孫 に ど こに… …求 め るか を知 らせ

る ため に… …。」(II二 一 フ ァイ，25：26)主

とその教 えが， 導 き や正 しい模 範 や助 けを

与 えて くれ る大 きな源 で ある こ とを理解 し

た な らば， 一 人一 人 の内 に何 と大 きな 力が

宿 る こ とで しょ う。 これ こそ私 た ちが家庭
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誕 家庭にあつて福音を学ぶ

の中 で教 えるべ き最 も重 要 な 目標 なの で す。

天 父は， 私 たち が家庭 内外 での非 常 に大

切 な 活動 を うま く進 め て いけ る よう に，祈

りとい う祝 福 を授 けて下 さい ま した。 朝起

き た時，夜 寝 る時， そ して食 卓 を囲 む時，

個 人的 に， また家族 全 員 で熱心 に正 しい祈

りを捧 げる なら，神 に喜 ばれ る者 として さ

らに強 く一 致 す るだ けで な く，霊 的 に も成

長 する こ とで しょ う。 福音 の 真理 を学 び ，

実践 しよ うとす る にして も， 人生 の岐 路 に

立 って導 き を求 め るに して も，私 たち には

どう して も天 父 の助 けが 必要 で す。 家庭 は

子供 た ちが両 親 の祈 りに耳 を傾 け なが ら，

天 父 にど う話 しかけ た らよ いか を学 ん で行

く場 で すが， 家庭 の 中 にあ って は特 にその

こ とが 言 えます。 子供 たち は家族 の祈 りを

通 して， 偽 りの な い心 か らの祈 りを学 ぶの

です。

個 人的 な， また家族 そろ って の聖典 の学

習は， 福音 を身 につ け る上 で最 も基 本 とな

る もので す。 日々聖典 を学 び， そ れ につ い

て共 に論 じ合 う ことは， 無知 とサ タ ンの誘

惑 に抗 す るた めの 強力 な武 器 であ る と長 い

間教 え られて き ま した。 この 習慣 に よ って

私 たちは大 きな幸 せ を得 ， 家族 が 主 を愛 し，

その 恵み に感謝 す る気持 ちを抱 くよ う にな

る で しよう。

私 た ちは家庭 を治 める こ とに関 して，家

族会議 こそ，教 会 の評議 会 で最 も重要 な も

の であ る とい う的確 な教 え を受 けて き ま し

た。 親 同士 も互 いに話 し合 う必要 が あ りま

す が，家 族会議 では， 両親 の指 導 の下 に家

38383838383認83認8383認8383盤838

子供に福音を教えたり，

家族同士で学び合ったりする上で

墓本となることは，

福音を実生活で

正しく実践することです。

38383838383認83838383認838388盤8

庭 内 の問題 や家計 の状 態 に つ いて話 し合 い，

活動 の計 画 を し， また家 族 を励 ま し強 める

ので す。 教会 か ら 出され た声 明 の 中に述 べ

られ て いる こ とです が，「これ らの集 い が成

功 す るか 否 かは， 人の言 うこ とに積 極的 に

耳 を傾 ける姿 勢 と， 包 み隠 しのな い語 ら い，

他 の人 の意 見や 考 えを尊 重 す る こと にかか

っ てい ます。」

再 度訴 えた い ことが あ りま す。 それ は，
いや

聞 き届 け られ た祈 り，主 の 導 き，癒 しの儀

式， 特別 な体 験 な ど， 人生 の 中 にあ った霊

的 な出 来事 と個 人 の経 歴 を記録 す る こ とで

す。 家族 の 集 いや話 し合 いの時 に， これ ら

の記 録 の 中か ら信仰 を鼓 舞 さ せ るの に格 好

な物 語 を引 用 す るこ と もでき ます。 自分 自

身 や先祖 の歩 みの 中か ら取 った霊 的 な話 は，

聖典 ある いは歴 史 中 の物語 同様 ， 家族 を教

える ため の強 力 な武器 とな ります。 日記 や
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個 人 の記 録 は，書 いた 人 自身は もと よ り，

連 れ合 いや子 ，孫 ， そ の他 あ らゆ る時代 の

人々 の尽 き せぬ霊 感 の泉 とな るこ と を約 束

します。

家族 の集 い，会 議 の時 に， 伝 道， 系 図，

福 祉 な ど家族 と して 行 な うべ き大切 な 活動

につ い て話 し合 い を持 たれ る よう， 両親 の

方 々 に勧 め る もので す。 父親 ，母 親 は子 供

た ちが伝 道 に 出た い とい う気持 ち を起 こす

よ う訓練 す る義務 が あ ります。 ま た， 肉体

的 な健 康 を初 め， 事 情 が許 す な らば，後 に

は両 親 自身 も伝 道 に出 る 日を 目指 して心 構

え をす る ことが で き ます。伝 道 の業 の大 切

さ につ いて 主 は繰 り返 し述 べて お られ ます。

「さて見 よ
， わ れ今 汝 に告 ぐ， す なわ ち汝

に と りて最 も価値 ある こ とは， 汝今 の代 の

人 々に 悔 改 め を宣 べ て 人々 をわ れ に 導 き

・」(教 義 と聖 約15：6)

私 た ちは それ ぞれ の家 庭 に あ って， 周囲

の 人々 に福 音 を伝 える機 会 が与 え られ る よ

うに祈 る必要 が あ ります。 ま た福音 が よ り

大 きな 力 と勢 いを もって進 み行 き， 今 よ り

も多 くの国 々， そ して受 け入れ る備 えので

き たさ ら に 多くの 人々 の心 の 中 に達 す る よ

う， そ の道 が開 かれ る よ うに 引 き続 き主 に

祈 り求 め なけれ ば な りませ ん。

もし も私 た ちが家 庭 の ため に作 られ た教

会 のプ ロ グラ ム に従 うな らば， 今 まで 述べ

た よ うな事 柄 を祈 りを もって， しか も真剣

に生 活 に取 り入れ る人 に はすべ て， 大 い な

る祝 福 が もた らされ るで し ょう。 これ は古

代 の予 言者 の約 束 であ り， また私 た ちの約

聖 徒の道/1982年8月 号

束 で もあ ります。 私 た ちは予 言者 モ ーセ の

知 恵 に満 ち た教 え を覚 えて い ます。 イ スラ

エル の民 が もしそ の教 え に従 ってい た ら，

背 信 が もた らす それ とは全 く異 な った結果

が出 て いた こ とで しょう。「き ょう， わた し

があ な た に命 じる これ らの 言葉 をあ なた の

心 に留 め，努 め て これ をあ なた の子 ら に教

え， あ なた が家 に座 してい る時 も，道 を歩

く時 も， 寝 る時 も， 起 きる 時 も， これ につ

いて 語 らな けれ ば ならな い。」(申 命6=6-

7)

しか し， 時々 次 の ような 言 い訳 をす る人

人が い ます。「時 間 が ないん で す。」「月曜 日

には ほか にす るこ とが あ ります。」 「この年

に なっ て今 さ ら レッ ス ンとい うの もね え。」

「うち の子供 は ま だ小 さ過 ぎて理 解 で きま

せ ん よ。」 「学 校 の勉 強 が第一 で す よ。」 「子

供 を皆集 め る のは大 変 なん です。」 「そん な

に堅苦 し く しな くて もほか に方 法が あ るで

しょ う。」 「私 は私 です。 そん な もの必要 あ

りませ ん。」 「テ レ ビの特 別 番組 が あるん で

す。」

主 は非 常 に 力あ る御 方で すが ，私 た ち人

間 は とて も弱 い者 です。 主 は すべ ての こ と

を御 存 じで すが ，私 たち には ご くわ ずか の

こと しか判 断 でき ませ ん。 それ で もな お主

の教 えに従 お う と しないの で し ょうか。 次

の聖 句 を御 存 じの ことと思 い ます。「あ る者

は戦 車 を誇 り， あ る者 は馬 を誇 る。 しか し

われ らは， われ らの神， 主 の み名 を誇 る。

彼 らは かが み， また倒 れ る。 しか しわれ ら

は起きて，まっす ぐに立つ。」(詩篇20：7-8)

5



謹 家庭にあって福音を学ぶ

38383器83認838383838383838383盤8

日々聖典を学び，

それについて共に論じ合うことは，

無知とサタンの誘惑に抗するための

強力な武器であると

長い間教えられてきました。

3838審8383盤8383盤83838383認82838

神 は私 た ちの 父で あ り， 私 た ちは神 の子

供 です。 主 は私 たち に戒 め を与 え られ ま し

た。 私 たち はそ の道 に従 わ なけ れば な りま

せ ん。家 庭 にお け る正 しい生 活 と適切 な活

動， み た まの導 きの下 に教 え られ る福 音 の

真理 ，両 親 の賢 明 な指 導 ， 父親 に よる管 理，
ぴ よう

両 親の話 し合 い， これ こそ現 代 の様 々 な病
へい

弊 に対 す る治療 法 であ り，家 庭 内 の問題 を
いや

癒 す ため の手 段 で す。

しか し，特 に努 力 を要 す る事 柄 につ いて

は，続 け てその 問題 に取 り組 んで いか なけ

れば， 決 して良 い結 果 は得 られ ません。 家

族の一 人一 人が 無 条件 の愛 を 身 につ ける よ

うに求 め られ ます。 使徒 パ ウ ロは両 親 によ

い勧告 を与 えま した。「父 たる者 よ，子供 を

い らだた せて はい け ない。心 がい じけるか

も知 れな いか ら。」(コ ロサ イ3：21)

主 は予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスに，両 親 ，

教 会 の指 導者 ，教 師 が 自分 の管理 下 に ある

人々 に どの よ うな態 度 で接 す るべ きか， 鍵 ，
い か

とな る 事 柄 を 啓 示 され ま した。 「如何 なる
あた

権 力 も勢 力 も，神 権 に よ りて維持 する能 わ

ず， ま たは維 持 すべ き もの にあ らず， ただ

説服 と堅 忍 と柔和 と温情 と偽 らざ る愛 とに

よる。」(教 義 と聖 約121：41-42)

福 音 の真理 を学 び，実 践 す るの は， まず

家庭 か らで な けれ ばな りませ ん。 それ につ

い ての ジ ョセ フ ・F・ ス ミス大 管長 の 言葉

を見て み ま し ょう。「父親 の皆 さん ，も しあ

なたが子 供 を福 音 の原 則 の うち に教 えた い

と思 うな らば， また子 供 に真理 を愛 し，理

解 させ た い と思 うな らば， さ らにあ なた に

従順 で あ って一 致 して欲 しい と思 うな らば，

子供 を愛 し なさ い。 そ して あ らゆる 言葉 と

行 な いに よ って， あ なた が愛 してい る こ と

を証 明 しな さい。 あ なた の ため に， あ なた

と、壱、子 た ちの 間 にな くて は な らない 愛の た

め に， た とえ息子 た ちが わが ままで あ って

も，彼 らに話 す時 ， 怒 って はな ら ない。 命

令 調 で荒 々 し く話 して はな ら ない。優 し く

話 しな さい。 も し必要 な らばひ ざ まずか せ，

共 に泣 きな さ い。 で きれ ば共 に涙 を流 しな

さ い。 息 子 の心 を和 ませ な さ い。 あな た に

対 して優 しい気持 ちを抱 か せ なさ い。 む ち

や暴 力 を用 いず ，説 服 と偽 ら ざる愛 を もっ

て論理 的 に話 し合 いな さ い。 この よ うに し
しよう ちゆう

て子供 たち を掌 中 に収 め るこ とが でき な い

とすれ ば… …子 供 を収 め る方法 は世 の 中 に

全 くなくな るで あ ろ う。」(「福音 の教 義」pp.
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305-306)

救 い主 は その ため の方 法 を次 の よう に教

えて下 さい ま した。「わ た しは，新 しい い ま

しめ を あな たが た に与 える， 互 に愛 し合 い

な さい。 わ た しがあ な たが た を愛 した よ う

に， あな たが た も互 に愛 し合 い な さい。」

(ヨ パ ネ13：34)

行動 と動機 の 中 に こう した愛 の精 神 が あ

れ ば，ペ テ ロが述 べ た次 の祝 福 は両 親 の上

に留 まるで しょ う。「何 よ り もまず，互 の愛

を熱 く保 ちな さい。 愛 は 多 くの罪 をお お う

もので あ る。」(1ペ テ ロ4：8)

また， 両 親が 自分 を心 か ら愛 してい る こ

とを理解 して いる子 供 は，親 の 「誠 実 は死

の きず なよ りも強 き こと」(教義 と聖 約121：

44)を 自分 の体 験 に よっ て知 り，親 の 欠点
ゆる

を赦 せ る よ うにな るで しょ う。
なさけ

「互 に情 深 く
， あわ れ み深 い者 と な り，

神 が キ リス トにあ って あ なた がた を ゆる し

て下 さ った よう に， あな たが た も互 にゆ る

し合 いな さい」(エ ペ ソ4：32)と 聖 典 には

書 かれ て い ます。私 たち の家庭 が そ の よう

な場 であ るな ら ば， また家 族 の集 い や話 し

合 い を行 な い， 愛 を 第一 の動機 と して祈 り，

働 き， 行動 し， 人々 に福音 を伝 え， ほか に

も主 のみ こ ころ を行 な うよ うに努 め て いる

と した ら， 家族 の一 人一 人 に生涯 変 わ らぬ

力を もた らす 高 い霊 性 と強 い一 致 が与 え ら

れ る で し ょう。

一 人一 人 の教会 員 に
， ま たすべ て の家 族

に強 くお勧 め します。 以上 の真理 を どれ ほ

ど生 活 の中 に取 り入 れて い るか振 り返 って

聖徒 の道/1982年8月 号

たて

み て下 さ い。福 音 の実 践 は現代 の悪 べ の盾

とな り，守 り とな ります。 そ して， 現世 に

おい て も来世 に おい て もすべ ての 人， 家族

に尽 きせ ぬ喜 び を もた らすの です。

盈

ホームティーチャーへの提案

り 家庭のタベなど家族一緒の活動を通し

て得た祝福について証する。担当家族

に，同じような体験や思いを味わった

ことはないか尋ねる。

2.こ のメッセージの中に，声に出して読

んだり，話し合ったりするのによい聖

句や言葉はないだろうか。

3.こ のメッセージの中で提案されている

日曜日と月曜日の活動の関連性につい

て話し合う。どちらも大切であると言

われているが，それはなぜか。事前の

計画，またそれぞれの実情に合った活

動の選択が大切なのはなぜだろうか。

4.家 族が共に過ごす時間を質的にさらに

向上させるにはどうしたらよいかを話

し合う。家族同士の話し合い，活動を

より意義あるものとするために，一人
一人にできることは何だろうか。

5.訪 問する前に家長と話し合っておくこ

とにより，この話し合いをさらに充実

したものとすることができないだろう

か。家族を教えることについて，定員

会指導者や監督から家長にあてられた

メッセージはないだろうか。
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あ
ま りに 多 くの父 親が， 少 年 か ら大 人

へ の過 渡 期 であ る あのや っか いな思

春期 とい う ものが どの よ うな もの で あるか

を・忘れてしまっています。この 時期 に はい ろ

い ろな こ とが あ ります。 自我 や 人生 の 目的

につ いて の模 索。体 の成長 に関す る悩 み。

自分 の将 来や仕 事 ， ガー ルフ レン ドにつ い

て の大切 な決 定 ，神 ， イエ ス ・キ リス ト，

仲 間 とのつ なが りに関す る決 定。 信 仰 を持

って いるが 疑い の心 が あ り， 自立 して い る

ようで 自立 して いな い状 態。 自分 の 力 を試

してみ たい と思 いな が ら， ど こか に安 ら ぎ

の場 を求 めて たたず む 自分。 家 族 や仲 間，

教師，指 導 者 な どあ らゆ る人 の影響 を受 け

て， こ こか しこに なび く心。 これ らは すべ

て その時 の感情 によ って複 雑 にか らみ合 い，

とどまる こ とを知 りません。

あな たは この よ うな経験 を して きた こ と

を覚 え てい ます か。

天 の御 父は， 子供 の永遠 の 行 く末 を両 親

の手， いや もっ と厳密 には家 族 の肩 に託 し

て お られ る ので す。 この責 任 を 人 に委 任 す

るこ とはで きませ ん。

ジ ョセフ ・ス ミスを通 して与 え られ た麗

しい啓示 の 中で， 主 は幼 子 に は罪 が な く，

彼 らに対 しては 「その 父たる 者 に大 い なる

事 求めらるる」(教 義 と聖約29=48)と 言 わ

れ ました。

主が 父 たる者 に求 め られ る大 い な るこ と

とは何 で し ょうか。 中央 若 い 男性会 長 とし

て，青 少年 の子供 をお持 ち の 父親の 皆 さん

に お話 した い と思 い ます。

主は教えるよう求めておられる

父親 の皆 さ ん， 子供 た ち を光 明 と真 理 の
おそ

中に導 き 来れ という主 の下 さ れ た畏 れ 多い

責 任 を， どう して忘 れ るこ とが で きるで し

ょう。

教義 と聖約68：25-28の 中で， 主 は・家 長

としての責 任 をは っき り と示 してお られ ま

す 。

1.

2.

3.

主は，

律 法」 で ある と 明言 して お られ ます。

子供 が まだ 小 さ く， サ タ ンの影 響 に さ ら

され る前 に， しか も両 親 が一 生 の うち最 も

た くま しく生 き てい る時 期 に，子 供 を教 え

て よく理解 させ な さい と言 われ た こと は，

何 と興 味 深 い ことで し、よ う。

また， 子供 に真理 を教 える責 任 は，教 会

や学校 ， 特定 の 機関 ， 人 に委ね る こ とがで

き ない こ とを心 に銘 記 して 下 さい。

子供 が 正 しい選 択 が で きる よ うに助 け る

主は 私 た ちに こ う命 じられ ま した5

子供 が福 音 の 第一 原則 を理 解 で きる よ

うにす る。

8歳 にな った らバ プ テスマを受 け，「按

手 に よ り」 聖霊 を受 け られ る よ うにす

る。

「祈 る こと と
， 主 の前 に正 し く歩 むこ

と」 を実行 で き るよ う にす る。

これ は 「シオ ン…… に住 め る者 の
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こ とは， 親 の責 任 で ある と と もに権利 で も

あ るの で す。 これ は神 の 道徳 律 の中 の神聖

な事 柄(結 婚 や性， 誕 生 な ど)に つ いて教

える時 に， 特 に言 え る ことで す。 ほ とん ど

の場 合， 青 少年 た ち は これ らの知 識 を教 室

の興 味 本位 の話 を通 じて友 達 か ら得 てい る

の です。 これ では盲 人が盲 人の手 を 引い て

いる よ うな もので す。

私 の知 って い る人 に， 息子 と本 当 に素 晴

ら しい関係 を築 いて いる 父親 が い ます。 ふ

た りの間 には 好 ま しい意思 の 疎通 が あ り，

美 しい信 頼 の絆 で結 ば れ てい ま した。 夏 の

あ る 日， 庭 仕事 を して い た父親 は， た また

ま塀 の 向 こ う側 で友 達 と話 して い た息子 の

声 を聞 き ま した。 その 友達 は， 成長 する に

つれ て私 たち のだれ もが悩 む問 題 につい て

息子 の 意見 を求 め てい ま した。 息子 は その

質 間 には答 え ず に，こ う言 ったの です。「そ

の こ とは お父 さん に聞 いてみた ら。」す る と

友達 は こ う言 いました。「君 はこん な こ とが

お 父さ ん に話せ る のか い?」

神 の 道徳 律 を破 った 若者 と面 接す る時 に

孕〆

裂

築

閥 }

舅 ・
α..

荊
主は，子供がまだ小さく，サタンの影響にさら

される前に，子供を教えてよく理解させなさい

と言われました。
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麟 』、磁
難 ，輸 舞
』懸 鰐 影

山のあちこちを歩きながら学ん

だことを心に留めておけば，人

生の旅も最後まで立派に歩み続

けられると信じています。

いつ も思 うのは， 彼 らが 父親 と意思 を通 じ

合 って お り， 道徳 につ いて いつ も教 え を受

けて いた ら， 彼 らの 多くが あの夢 をめ ち ゃ

めち ゃに して しま うよ うな経 験 を しな くて

すん だろ うに とい うこ とで す。

今 日の両 親が ア ダム と イヴの よ う にな っ

た らどん なに よいで しょ う。 彼 ら は 「息子

娘 らにすべ ての事 を知 ら しめた り」(モ ー セ

5：12)と 聖典 に は書 いて あ りま す。

父親 は何 らか の方 法 で，機 会 を と らえて

教 え るよ うに しな けれ ば な りませ ん し， 時

に塵は その機 会 を作 り出す こ とも必要 で す。

時間 のかか る こ とです が， 子供 と好 ま しい

関係 を築 き，実 の ある 会話 をす る よ うに努

めて下 さ い。

先 頃， イー グル ス カウ トの表 彰 夕 食会 で，

あ るイー グル スカ ウ トが， 彼 の隊長 で あ る

献 身的な 父親 との結 び つ き につ い て話 す の

を聞 き ま した。
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「旅行 中
， ぼ くたち の隊 長 は進 歩記章 に

つ いてで は な く別 の ことを い ろい ろ話 して

くれ ま した。 歩 き なが らパ ウ ロにつ い て話

し， キ ャ ンプフ ァイヤ ー を囲 みなが ら二一

フ ァイ につ いて 話 し，星 をな がめ なが ら ア

ブ ラパ ムの こ と を， 夜 の祈 りの前 には ナ ザ

レの イエ スの こ とを話 して くれ ました。 ま、

た， い ろい ろ な時 に， ぼ くた ち一 人一 人 を

独 りにさせ て くれ， ジ ョセ フ ・ス ミスが祈

った よう に， ひ と りで祈 る機会 を与 えて く

れ ま した。

ぼ くは隊 長 の話 に熱 心 に耳 を傾 け， 言わ

れ た こ とを実行 して み よう と思 いま した。

実 は， 隊長 は僕 の 父 です。 僕 は父 の よ うに

な りたい と思 い ます。

山 のあ ち こち を歩 きな が ら学ん だ こ とを

心 に留 め てお け ば， 人生 の旅 も最 後 まで 立

派 に 歩み続 け られ る と信 じて い ます。」

主は模範を示すよう求めておられる

救 い主 は模 範 の大切 さにつ い て こう述 べ

てお られ ます。「よくよ くあな たが た に言 っ

てお く。 子 は 父 のな さ る ことを 見て す る以

外 に， 自分 か らは何事 もす る ことは で きな

い。 父の な さる こ とで あれ ばす べて， 子 も

その とお りに す るので あ る。」(ヨ ハ ネ5：

19)

す べて の末 日聖 徒 の家 族 は，神 権 を義 し

く行使 し， よき模 範 を示 し， 信仰 と献 身に

よ って家 族 を守 り， 強 めて くれ る家 長 に導

かれ る権 利が あ ります。

親 は子 供 に高 い標 準 と本 当 に価値 あ る も

の を教 える義 務 が あ ります。 これ らは親 の

模 範 に よ って伝 え るの が一 番で す。

デ ビッ ド ・0・ マ ッケ イ大 管 長 は，両 親

に こう ア ドバ イス しています。「家 庭 で福音



を教 え るの に最 も効 果 的 な方 法 は， 口で 説

く ことで は なく， 実践 す る こ とであ る。 神

を信 じ るこ とを教 え よ うとす る な ら， あ な

た 自身が神 に信仰 を示 す が よい。 祈 る こ と

を教 え よう とす るな ら， あ なた 自身 が祈 り

を実践 す るが よ い。 子 供 にア ル コー ル飲 料

を飲 まな いで欲 しい と思 って い る だろ うか。

それ な ら， あ な た 自身が それ を 口 に しない

こ とであ る。子 供 に， 徳 高 く， 節 度 のあ る

好 ま しい生 活 を させ たい と思 う な ら， これ

らの面 で価 値 あ る模 範 を子 供 に示 す こ とで

ある。 この よう な家 庭 環境 の 中 で育 った 子

供 は，13-14歳 にな って宗 教 的 な 目覚 め が

訪 れ た時， 心 をか き乱 す 疑惑 の 念や何 か へ

の あ こがれ を き っぱ りとはね の ける 強さ を

身 につ け る ことが で きる であ ろ う。」(Coル

カ泥η6θR6ρ07!「 大 会 報 告 」1955年4月 ，

P.27)

あ なた は 日々の 生活 の 中で， 主 と福 音 を

大切1にしてい る こ とを態度 に示 して いま す

か。 妻 や子 供 に愛 を示 してい ます か。 家庭

の 中 にあ って 家長 として の権 威 を行 使 して

いま すか。 最近 ，子 供 に 父親 の祝福 を授 け

たの はいつ で すか。 子 供 たち の相 談 にの っ

た の はいつ で すか。 子 供 たち に証 を した の

は 最近 で はいつ で すか。 家 族 で定期 的 に聖

典 の勉 強 を してい ます か。 家族 の祈 りや 家

庭 の 夕べ は行 な って いま すか。 家庭 の 中に，

福 音 の精 神 が感 じられ ま すか。 よい模 範 を

示 して い ます か。

すべ ての 父親 が家 族 に 向か って こ う言 え

る よ うに なっ てい ただ き たい と思 い ます。

「私 が キ リス トに従 うよ う に
， 私 につ い て

来 な さい」 と。

聖徒 の道/1982年8月 号

父親は子供が自由意志を行使できる

範囲を定める

家庭 で リー ダ ー シ ップ を とるの1誘父親 と

母 親 でな けれ ば な りませ ん。最 近 の米 国連

合 通信 者 向け の 記事 の 中で， ジ ョン ・バー

バ ー は こう書 い ています。「専 門家 たちは 異

口同音 に こ う述べ て いる。 家庭 で 身 につけ

た明確 な教 えこ そ，子 供 に とって 一番 の支

え となる。」

若 人は あて もな く漂 い た い とは 思 ってい

ません。 彼 らは安 全 な場 所， しっか り とし

た錨 ，枠 ，指針 とな る決 ま り，しか も達 成可

能 な もの を望 ん でい ます。 また， 自分 に何

が期 待 さ れて い るの か を知 りた い と思 い，

その方 向づ け を心 か ら求 めて い ます。

私 たち の 中に は， 自分 に ない もの を子 供

に与 えた い と思 うあ ま り， 持 って い る もの，

す なわ ち 家族 の絆 を与 え る こ とを忘 れ て し

まって い る 人が い ます。

主は愛を示すよう求めておられる

カ ンザ スの 高校 生1万 人 に， 両 親 に尋 ね

て み たい こ と， 両 親 の卒 直 な答 えが知 りた

い と思 っ て いる こ とは何 か と質問 した とこ

ろ，80パ ー セ ン トが 「私 を 愛 してい ます か」

とい う答 えで した。

次 に 多かった答 え は，「生 まれ 変わ れる と

した ら， また 私 の ような子 供 が欲 しいです

か」 とい う質 問 で した。

父親 が子 供 た ち に， 自分 は価 値 あ る者な

の だ と思 わせ， 愛 され て い る子 供， 必要 と

されて い る子供 であ る と感 じさせ る こ とば，

何 よ り も大 切 で す。

救 い主 が私 た ちを愛 して 下 さるよ うに，

私 た ちは無 条 件 に子供 を 愛す る必要 が あ り
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≧ 、...

父親は子供が8歳 になったらバ

プテスマを受け，「按手により」

聖霊を受けられるように導く必

要がある。

ます。 時間 や体 力， 能 力，理 解 力， 関 心 を

惜 しみ な く使 って愛 を 示 し， 彼 らが愛 す る

天父 とのか かわ りに気 づ き， 神 の子 と して

の限 りな い可能性 に 目覚 め る こ とがで き る

よ うに助 けて いた だき た いの です。

ジ ョセ フ ・F・ ス ミス大 管 長 は私 たち に

こ う勧 告 して いま す。

「父親 の皆 さん
， も しあ なたが 子供 を福

音の 原則 の うち に教 えた い と思 うな らば，

ま た子 供 に真理 を 愛 し，理 解 させ た い と思

うな らば， さ らにあ なた に従順 で あ って一

致 して欲 し い と思 う な らば，子 供 を 愛 しな

さ い。 そして あ らゆ る言葉 と行 ない に よっ

て， あ なたが 愛 して いる こ とを証 明 しなさ

い。 あ なたの ため に， あ な た と、壱、子 た ちの

間 にな くて はな らな い愛 の ため に， た とえ

息子 た ちがわ が まま であ っ て も， 彼 らに話

す 時， 怒っ ては な らない。 命 令調 で 荒 々 し

く話 しては な らない。 や さ し く話 しな さい。
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も し必 要 な らばひ ざ まず かせ ，共 に泣き な

さい。 で きれ ば共 に 涙 を流 しな さい。 息子

の心 を和 ませ な さい。 あな た に対 してや さ

しい 気持 ち を抱 かせ な さい。 む ちや 暴力 を

用い ず， 説服 と偽 らざ る愛 を もって論 理 的

に話 し合 い な さい。 この よう に して 子供 た
しょうらゆう

ち を掌 中 に収 め る こ とがで き ない とすれ ば，

子供 た ちを とが め てよ い。 そ して子 供 を治

め る方法 は世 の 中に全 くな くなるであろ う。」

(「福 音 の教 義」pp.305-306)

主は父親が英雄になることを

求めておられる

1976年4月 の総 大会 の神 権部 会 で， スペ

ンサ ー ・W・ キ ンボ ール 大管 長は ウ オル タ

ー ・マ ク ピーク の言葉 を引用 してこ う述 べ

てい ます。

「子 供 た ちに は
， リンカ ー ンやワ シ ン ト

ンの よ うな英 雄 が大 勢必 要 であ る。 しか し

同時 に， 身近 に も英雄 を必要 と して い る。

子 供 た ち一 人一 人が， 気 高 い強 さ と心底 か

ら高 潔 さ を持 つ 人 を知 る必要 が あ る。 その

よ うな 人々 に路 上 で 出会 い， 共 にハ イ キ ン

グや キ ャ ンプ に行 き， また 毎 日毎 日身近 な

所 で会 う必要 が あ る。 いつ で も質 問が で き

る程 ， 身近 に感 じ， 腹 蔵 な く心 行 くまで話

をする必要 があ る。」(「聖徒 の道」1976年8

月号 ，p.360)

福 音 に あ って， こ の ような 英雄 は父 親が

な るべ き もの です。

一昔 前 は
， 男 の子 は父 親の 助 け手 と して

一 緒 に畑 で働 い た もので す。 ま た， 商 売 の

見 習 い と して人 々の 中で働 いて いま した。

しか し現 在の 都会 化 社会 で は， 男の子 は概

して土 と親 しむ こ とが な くな り， 男 同士 の

社 会 とい う ものか ら遠 ざか って い ます。 し



か も， 父親 た ちは朝 早 く会 社 に出か け， 夜

遅 く、な ら ない と帰 って 来 ません。 その 結果 ，

少年 た ちの 多くが一 日の大 半 を， 男 ら しさ

の模 範 の ない世 界 に置 き ざ りにされ て い る

の です。

当然 の こ となが ら， 父親 の いな い家 庭 も

あ ります。 父親 の役 割 も兼 ね なけ れば な ら

ない母 親 の方 は失望 す る に及 び ません。 愛

し個 人的 な関心 を向 ける こ と， 男の子 に対

す る特 別 な助 言，大 人の 男性 と共 に働 き，遊

ぶ 機会 ， これ らは すべ て教 会 が助 け て くれ，

息子 が 男性 として の役 割 を果 たせ る よ うに

備 え て くれ るで し ょう。 立派 な母 親 が子供

に与 え得 る力 を過 小評 価 して は な りませ ん。

しか し， 父親が そ ば にい る場合 ， 父親 に

与 ・えられ た基 本的 な チ ャ レン ジは，子 供 と

過 ごす時 間 を最 も有 意義 な ひ とと き とし，

彼 らの 人生 を豊か で 実 りあ る もの とす る方

法 を教 える こ とです。 父親 の皆 さん， 子 供

と もっ と接す る よ うに し まし ょう。 そ して，

子供 た ちが福 音 の証 を得 るとか， 自 己達 成

賞 を得 る，伝 道， 神 殿結婚 ， 関心 の あ る職

業 とい った こ とに関 して価値 あ る 目標 を定

め る ことが で きる よう助 け てあ げて 下 さい。

目標 が定 まっ た ら， 次 に それが 達成 で き る

る よ う援 助 を与 えて 下 さ い。 子 供 を励 ま し，

後押 しを し， 導 き を与 えて 下 さい。 また，

傍 にあ って， 彼 らのす る こ とを支援 し， 子

供 た ちの社 会 に も積 極 的 に顔 を出 し， 一緒

にキ ャ ンプ に行 き， 彼 らのす る こと に関心

を示 して いた だき た いの です。

子供 の ため に祈 って 下 さい。 神 への 信仰

を築 き， 祈 りを通 して 答 えを得 よう と して

いる子 供 に， 「君 の た め に祈 って い るん だ

よ」 と言 って あげ て下 さ い。

父親 の祈 りが どれ ほ ど力あ る もの かは，

反 抗す る 息子 のた め に嘆願 した父 ア ルマ の

聖徒 の道/ig82年8月 号

祈 りに よ く示 されて い ます。

「見 よ
， 主 はすで にその 聖徒 らの祈 り も

なんじ

神 の僕 で あ る汝 の 父ア ルマ の祈 りも聞 きと

ど けた も うた。 汝 の父 は汝 に真理 を知 らせ

よ う として堅 い信仰 を もって汝 のた め に祈

っ た。 それ であ るか ら， 神 の僕 た ちの祈 り

が それ ぞれ の信仰 に応 じて 聞 き とどけ られ

る よ う， わ れ は神 の権 能 と威 力 とを汝 に認

め させ るた め に来 たの で ある。」(モ ーサ ヤ

27114)

私 た ち 父親 の祈 りが， ダ ビデが 息子 ソロ

モ ンの ため に祈 った時 の よ うに熱 烈な祈 り

で あ ります ように。「またわ が子 ソ ロモ ンに

心 をつ くして あ なたの 命令 と， あ なた のあ

か しと，あなたのさだ め とを守 らせ て，これ

をこ と ごと く行 わ せ， わ た しが備 えを した

宮 を建 てさせ てくだ さい。」(歴 代上29：19)

父親 とは， 男性 の受 け る こ との で きる最

も尊 い称号 で す。 それ には， 生物 学的 な役

割 以上 の もの が あ ります 。 父親 とは， 家長，

指 導者 ，模 範 ，信 頼 のお け る人， 教師 ，英

雄 ，友 ， そ して究 極 的 には完 全 な人 を示 し

てい ます。

主 は父 親 に大 き なこ とを求 め てお られ ま

すが， その報 い もまた大 き い こと を忘 れ な

いで 下 さい。 子供 たちが 成長 して，確 固 と

した 福音 の証 を持 ち， 神 殿結 婚 を して，主

の召 しに応 え， 自分 の子 供 を持 って 彼 らを

光 明 と真 理 の うち に導 き， 献 身的な働 き に

よ って社 会 に その 足跡 を残 す時 に，私 た ち

は 自らの責任 をま っ とう した こ とを知 り，

天で 味 わ うよ うな喜 び に浸 る こ とが で きる

の です。 そ して， わず かで はあ っ て も， 天

の御 父 が御子 の こと を 「これ はわ た しの 愛

す る子，わた しの心 にか な う者 であ る」(マ

タイ3：17)と 言 って 紹 介され た 時の思 い

が理 解 で きる よ うに なるの で す。
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金
曜 日の 夜，私 たち は支部 長 会 を開 い

て い ま した。 書 記 を して いる兄 弟 が

語 気 を強 めて 言 いました。「私 た ちが顔 も知

らな いお休 み会 貝 の会 員 記録 がか な りあ り

ます。 これ さえ なけれ ば， 報告 書 に も っ と

良 い数 字 が出 て くる んで す。何 か い い手 が

ない で し ょうか。教 会 に来 な くな って30年

以上 とい う家族 も幾つ か あ ります。 来 る気

が 全然 な いん です。」

副支 部長 た ちが そ の点 につ いて 書記 と話

し合 いを始 め ま したが ，'支部長 の 私 は しば

ら く彼 らの話 を聞 き なが ら， かつ て はそ の

よう な状態 で苦 しみ の中 にあ っ た 自分 の家

庭 の こ とを思 い浮 かべ て い ま した。

10歳 の時 で し た。 好 奇心 の塊 だ っ た私 は

あ る 日両親 の寝 室 に入 り込 み， 父 の整 理 た

んすの 一番 下 の引 き 出 しの中 を引 っか き 回

して い ました。1冊 の 本が 手 に触 れ ま した。

黒 い装 丁 で， 中は全 頁2段 組 み にな って い

ま した。 聖 書 の よう な感 じが し ました が，

そう では あ りませ んで した。 聖 書 は学校 で

何 度 も見 た ことが あ りま した。

中 を開 く と， 赤 い線 を引 い た部分 が 目に

入 りま した。私 は その 中の何 箇 所 か を読 ん

で み ま した。 そ して次 の とこ ろを読 ん だ時

には本 当 に驚 き ま した。

「レー マ ン人は頭 の毛 をそ り
，腰 に毛 皮

なげいし なげ

を ま とい， よ ろい を着 け弓， 矢 ，投 石， 投
いし き

石器 な どを持 って いる だけ でほ とん どは だ

か であ っ た。

レー マ ン人 の皮膚 は先 祖 につ け られ た し

〈 あ る 日両親 の 寝室 に入 り込 み， 父 の整 理

た んす の一番 下 の引 き出 しの中 を引 っか き

回 して い ま した。

聖 徒の道/1982年8月 号

る しの よ うに黒 か った。」(アルマ3：5-6)

「イ ンデ ィア ンだ!ア メ リカ インデ ィア

ンだ ぞ，1これ は!」 その箇 所 は私 の心 を捕

らえて 離 し ませ ん で した。 私 は もう一度 そ

こを読 み返 し， 思 い巡 らして み ました。 そ

れ か ら しば らくの 間， 幾つ か他 の箇 所 を読

ん で いる と，兄 の呼 ぶ 声 が し， 私 はそ の本

を注意 深 く元 あ った所 に戻 しま した。 そ し

て20年 後 に再 び手 にす る まで， そ の本 のこ

とは完 全 に忘 れ て い ま した。

第二 次大 戦が 始 ま り， 日用 品を 買 うため

に店 の 前 に並 ぶ人 々の 長 い列， 配給 手帳，

乏 しい燃料 な どの， 気 が めい る ような暗 い

日々が 続 き ました。 親 た ちは戦 時下 の苦 し

い生 活 に追 われ ，放 って おかれ た子供 たち

の 間 には非行 の種 が まかれ ました。 学校 は

す し詰 め教 室 で，退 職 した元教 師が再 び教

壇 に駆 り'出され て い ま した。 授 業 を終 えて

だれ もい ない家 に戻 った子供 たち を待 って

い るの は， 朝 食 に使 った 食器 の後始 末 と空

腹 を満 たす た め に 自分 で何 か 食事 の準備 を

す る こ とで した。

子 供 た ちに と っては寂 しい時 代 で した。

混乱 した戦 争 の時代 ， 親 は親 の道 を，子供

は子 供 の道 を歩 くのが精一 杯 で，心 を通い合

わせ る 時間 な どはほ とんどあ りませ んで した。

そ して月 日が 流れ ま した。 私 は1年 とち

ょっ との間， 入 院生 活 を送 りまし.た。 退 院

して 家 に戻 って 来 た時 は21歳 ，職 に も就 い

て いませ ん で したが ，何 とか 結婚 したい と

考 えて い ました。 広 い世 の 中，仕事 のひ と

つ くら い と甘 く考 えて いた ので す。

》か し， こ とは思 う よ うに運 び ませ んで

した。颪まだ まだ世 の 中 の状 況 は厳 しか っ た

ので す5＼当時 母 は療養 所 のや っか い にな っ
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て いて，私 は悪 性 の ろ く膜炎 か ら快 復 の方

向 に向か いつ つ あ った兄 と一 緒 に家 に いま

した。 父 も家 に いる時 は め った にな く， ち

ょっ と暇 が で きて も， 療 養所 の母 の ところ

に行 くのが常 で し た。 もう ひ と り， ま だ学

校 に通 って いた妹 が い ま しだが， 顔 色 が悪

く， その上 無 口で笑 い顔 を 見せ た こ とな ど

ほ とん どあ りませ んで した。

私 の毎 日は，読 書 や散 歩， 病 院 にい る友

人 に手紙 を書 く， そん な もの で した。 その

ほか には何 の 目的 もない うつ ろ な 日々 が続

き，心 が満 た され る とい うこ とは あ りませ

んで した。 あ る4月 の昼下 り， 玄 関 の ドア

を ノ ックす る音 が しま した。私 が 出 る と地

味 なオ ーバ ー と帽 子 に身 を包 ん だふ た りの

男 の人が そ こに立 って いま した。

「失礼 します。 こち らは ブラ デ ィー さん

のお宅 で し ょうか。」

「は い
， そ うです が。」

「失礼 で すが
， ヘ ン リー ・ウ ィ リア ム ・

ブラ デ ィーさん で い らっ しゃ いま すか。」

「いい え
，私 は息 子 です。 父 は今 仕事 で

不 在 に してお りま すが， どの よ うな御用 件

で し ようか。」

「そ うです か。実 は私 たち はあ な たの お

父 さん と同 じ教 会 の者 な ので すが ，教 会 の

記録 を調 べて お りま した と ころ， こち らに

住 んで お られ る とい う こ とが わか った もの

で すか ら， こ こしば ら く音信 が なか っ た も

の で， ど う して い らっ し ゃるか と思 い ま し

て訪 問 させ て いた だき ま した。」

「ああ
， そ うで した か。 父は今 とて も慌

ただ し く大 変 な生活 を して い るん です が，

変 で すね， 私 の覚 えて る限 りでは， 父 は こ

の21年 間 どこの教会 に も行 って いませ ん よ。
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どこの教 会 な んで すか。」

「末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会で す。

あな たの お父 さん は その教 会 の執事 で す。

随分 教 会 に は来て い ら っ しゃい ませ んが，

会 員 であ る こ とに変 わ りはあ りませ ん。教

会 につ いて お父 さん か らお聞 き にな った こ

とは あ りませ ん か。」

「一 度 もあ りませ ん よ。」

「お父 さ んの教 会 につ い て， もっ と知 り

た い と思 い ませ んか。」

「ぜ ひ教 え て下 さい。 とて も興 味 が あ り

ます。」

「き ょうは これ か ら別 の所へ 行 く約 束が

あ ります ので， どうで しょ う， 明 日4時 に

私 た ちの教 会 で とい うこ とで。」

イ エ ス ・キ リス トの 福音 を初 め て聞 い た

その レッス ンは， 英 国バ ー ミンガム市 の ブ

ー スス トリー トにあ る古 び た建 物 の 中で行

なわれ ま した。 神 会 と いう テー マの下 に行

なわ れ たその レッ ス ンを聞 いて， 私 は心 の

中 に喜 びを覚 え ま した。 レッ スンが終 わ っ

た時， 「ジ ョセ フ ・ス ミスの物 語」 とい う小

さ なパ ンフ レッ トを もらい， 家 に持 っ て返

りま したが， 兄 の ベ ッ ドの 所 でそれ を落 と

しま した。兄 は それ を拾 い上 げる と， 食 い

入 る よう な 目つ き で読 み， もう一度 読 む の

だ と 自分 で さ っさ と片 づ けて し まい ま した。

二度 目の レ ッス ンでは祈 りの仕 方 を学 び

ま した。天 父 に話 しか け る とい うま った く

初 め ての経 験 に，私 は手 の平 に じ っと りと

汗 を か き， 顔 を紅 潮 させ なが ら， つ か えつ
つ

か え ど もる よ うに して祈 りの 言葉 を継 いで

い きま した。 そして ま た別 のパ ンフ レッ ト

を もら って家 に帰 りま したが ，前 の時 と同

様 す ぐに私 の前 か らは姿 を消 して しま いま
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べ て取 り去 られ て い くよ うな思 い が しま し

た。 その本 は神 の書 で した。 私 は読 み なが

ら,父 の整理 た ん すか ら引 っ張 り出 し,赤

い線の ところ を読 んだ 少年 の頃 の 自分 に帰

って いま した。 なつ か しい 自分 の家 に戻 っ

て行 くよ うな気 が しま した。
むさぽ

私 が読 み終 えた後 は,兄 が食 る よ うに読

み,そ の次 は私 の フ ィア ンセへ と回さ れて

いき ま した。 しば ら く して私 た ち は皆 バプ

テスマ を受 け ま した。 そ して私 は兄 と共 に

地 方部宣 教 師 と して妹 に福音 を宣べ 伝 え た

のです。 私 た ちが証 を す る度 に,妹 の 目か

ら涙が あふ れ,じ ゅ うたん をぬ らし ま した。

私 た ちの言葉 を通 して妹 の心 が揺 り動 か さ

れ たの で した。今 私 た ちは皆 活 発 な会 員 と

して生 活 し,神 殿 結婚 の祝福 を受 けて い ま

す。

しか し,ま だ解 けな い疑 問が ひ とつ あ り

ま した。

▲父 は整 理 たんす の一 番下 の 引 き出 しか ら,

あ の見覚 えの あ る黒表 紙 の本 を出 し,私 に

よこ しま した。 その時 父 は何 も言 い ませ ん

で した。

私 は バプ テ スマ を受 け てか ら何 年 か経 っ

た時,父 を訪 ね て 聞 きま した。｢父 さん,父

さ んは どう してぼ くた ちに福 音 の こ どをひ

と言 も話 さなか った の。｣

父は深 々 とため 息 をつ く と,窓 の 外 に 目

を や り,こ う言 い ま した。｢私 が福 音 の こ と

も教 会 の こ とも何 ひ とつ言 わ なか ったの は,

自分 が それ を す るにふ さ わ しい 人間 だ と思

え なか った か らだ。 しか し,い つ の｢日か お

前 たち が正 しい権能 を持 っ た人の 口か らそ

れ を聞 き,バ プ テスマ を受 け る よう に とい

つ も祈 って い た。確 か に私 は 罪 人だ った が,

そ の こ とだ け はい つ も心 に願 って い た。

実 際 お じい ち ゃんの代 には皆 熱 心 に教会
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に集 って い た。 お じい ち ゃん とおば あ ち ゃ

んは今世 紀 の初 め頃 に教会 に改宗 した人 で，

私 た ち子供 を福 音 の 中で育 て上 げて くれ た。

おば あち ゃん は扶助 協 会 の会長 を務 めた こ

と もある 人だ。 とこ ろが1926年 に家族 あ げ

て カ リフ ォル ニ アヘ移 住 する こ とに な った

時， 私 は お前 の母 さん と結婚 す るた め にイ

ギ リスに残 ったん だ。母 さん の両親 は教会

の こ とに は猛 烈 な 反対 で， 当時 の 時代 的 な

難 しさ もあ って，私 は 間 もな く教会 か ら足

を遠 ざ け るよ う にな り， 最 後 には ま った く

行 か な く なって しま った。教 会 を疑 った こ

とは一度 もなか っ たが， 教 えか らは遠 くか

け離 れ た行 な いを する よ うに な って しま っ

睡難

た ん だ。 お前 た ち子 供 に は いつ も申 し訳 な

い とい う気持 ちで一 杯 だ った。 ただ，一 度

教 会か ら離 れ て しま う と， 再 び戻 る とい う

こと は並 大 抵 の こ とで は でき な くな って し

まう。 お前 た ちが教 会 員 にな って くれ てこ

ん な にうれ しい こ とは な い。[長老 たち もさ

ぞ か し驚 いた こ とだ ろう。 まさか尋 ね た当

の本 人 よ り も， そ の子供 たち の方が 福音 を

知 りた が って いた とは ね。」

私 は追 憶 か ら覚 め，支 部 長会 で問 題 にな

っ てい る その事柄 につ いて考 えま した。 な

すべ き こ とはわ か って い ま した。

私 は言 いま した。「確 か に記録上 問題 と思

え る会員 が 当支部 には た くさん い ます。教

会 に活発 に な る見込 み もほ とん どないか も

知 れ ませ ん。 しか し彼 ら も教 会 貝で す。彼

ら を水 にた と える な ら， 彼 らの 中 には宣教
すなど

師 が漁 るこ との で きる魚 もい る と思 い ます。

心 をか た くな に して い る教会 員 もい るか も

知 れ ませ ん。教 会 に愛想 をつ か した り，背

を向 けて い る人 もい るか も知 れ ませ ん。 し

か し， とにか く網 をう って み まし ょう。 何

べ ん や って も良 い結果 が 出 ないか も知 れ ま

せ ん。 で も主 が言 わ れ たこ とを思 い 出 して

下 さ い。 『舟 の 有 の 方 に網 をお ろ して見 な

さ い。 そ うすれ ば， 何 か とれ る だ ろ う。』

(ヨパ ネ21：6)こ の言葉 を忘 れ な いで下

さい。」

そ して， そ の問題 に関 す る3人 の気持 ち

が完 全 に一致 した こ とを示 す挙 手 があ り，

私 た ちは次 の議 事 に進 ん だの です。

く1今私 た ち は皆 活発 な会 員 と して生 活 し，

神 殿 結婚 の祝 福 を受 けて い ます 。 、
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ジャネット・トーマス

交通事故でひ どいや けどを負いながらも，

逆境 を乗 り越えてきたひ とりの青年の物語



ピ
ー タ ー ・ジ ェプ ス ン は ガ ソ リ ン を 満

}1

リ コ

タ ン にす る と， 自動 車 の給 油 口の キ

》 ップ を閉 め ま した。 土 曜の夜 ， 彼 はデ ー

トの帰 りに スタ ン ドに立 ち寄 っ た とこ ろで

したg一 番 仲 の良 い友 達 か ら伝 道 の召 しが

来 た とい うニ ュー スを聞 き， ず っ とその こ

とを考 えてい ま したが ，ピー ター 自身 も，2，

3週 の内 に 申請 書 を 出す つ も りで い ま した。

ア イ ダホの ボ イ シヘ の幹 線 道路 に通 じる

交 差点 に差 しかか った時 です。 ピー タ ーの

車 は 別の車 と正 面 か ら衝 突 しま した。 衝撃

でフ ロ ン トガラ スは こ なご な に砕 け， 路上

に飛 び散 りま した。 そ して， リヤエ ン ジ ン

式 で車 体 の前 部 に据 え付 け てあ った 燃料 タ

ン クが爆 発 した ので す。

「割 れ た窓 越 し にガ ソ リンが座 席 の 中に

入って きて，目に もかか りま した。車 の 中は

それ こ そ ガソ リン だ らけで す。 そ してす ぐ

に火 がつ き， 車 は火 だ るま にな りま した。

通 りか か った何 人か の 人が 急 いで車 を止 め，

3人 の 人が車 に近 づ き私 の車 の ドアを開 け

ま した。 しか し火 の勢 いが激 し くて ，私 の

姿 を認 め るこ とがで き ませ んで した。 それ

で も彼 らは着 て い る物 で火 を鎮 め なが ら，

よ うや く私 の手 を見 つ けた ので す。3人 は

私 の手 をつ かみ ，車 の 中か ら引 き 出 しま し

た。 そ して 火 を消 すた め に私 の体 を ごろ ご

ろ 転 が した ので す。」

その 晩 ピー ター は兄 か ら借 りた ウー ル の

厚手 の セ ーター を着 て い ま したが， セ ー タ

ー で覆 われ た胴体 と腕 の部分 はや け どが比
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較 的 軽 く， それ で命 を取 り留 める こ とが で

き ま した。

1965年 ， ピー ター は生 地 の ア イダホ州 ボ

イシで ，友 人 の 多くが そ うで ある よ うに，

伝道 へ の準備 を して いま した。 しか し，・あ

の事 故 の 日を境 にすべ てが 変 わ って しまい

ま した。 彼 が受 け た試 しは並 の もので はあ

りませ ん で した。 しか し， 彼 は人 生 を一 変

させ た苦 境 と闘 い，勝 利 を治 め たので す。

「病 院 に運 ばれ る と
， ひ と りの 若 い医師

が 必要 な処 置 をす べ て施 して くれ ま した。

火 ぶ くれ がひ どく，普段 の2倍 はあ るか と

い う体 にな り， 自分 で もうつ伏 せ に なって

いる のか，あお むけ に なっているのかさっぱ

りわか らな いほ どで した。 医 師 は生 の兆 候

が何 か な いか と懸 命 で したが ，結 局何 も見

つ か らず， す で に死亡 して いる と宣告 した

ので す。 彼 は私 の上 に シー ツを掛 け る と，

ベ ッ ドに乗せ た ま ま， 救 急看護 室 の 入 口の

方 へ戻 しま した。 ベ ッ ドの上 に横 た わ って

い る と， ひ と りの看護 婦 が側 を通 りま した。

その 時で す。 彼女 は シーツ の下 の私 の腕が

かす か に動 くの を見 て び っく り仰 天 しまし

た。 医師 た ちは再 び あ りとあ らゆ る手 を尽

く して， 私 の治療 に当 た ったの です。」

7週 間 ， ひ どい痛 み が続 き ま した。 回復

の見 込 みは ま った くあ りません で した。 医

師や看 護 婦 が交替 で 治療 に当た りま したが，

ピータ ーの 意識 は段 々 と薄 れて い きま した。

f医 師 や看 護婦 の話 し声 が聞 こ えて くる

ん です が， 痛 みの ため に， ま るで ど こか別

29



⇔
世 界 か ら聞 こ えて くる よ うな感 じで した。

頭の 中 に もやがかかっている ようで す。医 師

が母 親 に 『残 念で すが ， 息子 さ んの快 復 の

見込 みは あ りませ ん』 と言 って い るの が聞

こ えま した。 その時 は， 起 き上 が って 彼 を

殴 りつけ てや りた い気持 ちで した よ。 実際

そ う しよう と した ん ですが ，縛 りつ け られ

たよ うにび くともしませ ん。『今 まで生 きて

これた のが不 思議 な く らい なの です。 こ こ

まで きては あ きらめ る しか あ りませ ん』 と

い う医 師の 言葉 を聞 い た時 のあ の気持 ちは

とて も忘 れ られ ませ ん。
こんすい

昏睡 状態 に な ってい く時， 自分 は この ま

まで死 ん でい くの だろ うか と考 えたの を覚

え てい ます。 そ うい う状 態 は何 度 もあ りま

したが，覚 えて いる のは その時 の こ とだ け

で， 後 は覚 えて い ませ ん。 意 識が 薄 れて い

く中，私 は 『見 て ろよ， ま だ死 ん じゃ いな

いん だ， そう簡単 に死 ん で た まるか』 と，

は らわ たが煮 え く り返 る思 いで し左。

しか し痛 みが 激 し く， 自分 で も もうだめ

か と思 い ま したが， それ な らせ め て生 の証

として死 ぬ前 に数 を10ま で数 えて や る と心

に決 め ま した。5か6あ た りまで数 え，後

は もうろう としなが ら，『10まで… …10ま で

数 え るんだ… …』 と 自分 に言 っ た とこ ろま

では覚 えて い ます。」

苦 しい闘 いな が ら も， ピータ ーは徐 々に

快復 の兆 しを見 せ始 め ま した。腕 ， 足， 頭

に止 血用 の包帯 を巻 い た ピー ターに 医 師は

彼 の体 が どうな ってい るか を話 して くれ ま
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割れた窓越しに

ガソリンが座席の中に入ってきて，

目にもかかりました。

車の中は

それこそガソリンだらけです。

そしてすぐに火がつき，

車は火だるまになりました。

だ っ きゆう

した。 腕 と足 の脱 臼， それ にあば ら骨3本 ，

指7，8本 ， あ ご骨 の 骨折 ，頭 部 の強 打，
え し

皮 膚 の50パ ーセ ン トが 壊 死(体 の 一 部 が

死 ん だ状態)，40パ ーセン トが 第1度 か ら第

2度 火傷 。 しか し， ピー タ ーは も うひ とつ，

ガ ソ リンを ま とも にかぶ っ た 目は果 た して

見 える よ うにな るの か とい う， 大切 な こ と

を聞 か なけ れば な りませ ん で した。



「医師 が病 室 を 出て行 くのが わか りま し・

たが ，一 番知 りた い と思 って いた こ とを ま

だ聞 い てい ませ ん で した。 それ で私 は腕 を

振 って彼 の 注意 を 引 こう と しま した。 彼は

私 の とこ ろに来 て 『ピー ター， どう したん

だ』 と聞 きま した。 私 は 『目， 目， 目』 と

言 うの が精 一杯 で した。 彼 は私 の腕 を握 り

まし たが， 無言 で した。 彼 には私 が何 を言

お う と してい るか わか っ てい たの です が，

答 え ませ んで した。 それ が答 えだ っ たの で
お えつ

す。 彼 の 鳴咽 がか すか に聞 こえ ま した。 私

が最 も恐れ て い た ことで した。」

遅 々 と した快 復 へ の 日々は何 カ月 も続 き

ま した。実 際 ピータ ーは1年 間入 院生 活 を

送 り， 一度 退 院 してか ら も，何 十 回 とい う

手 術 の繰 り返 しで，病 院 を 出た り入 った り

し ま した。 最 初 の手術 は 目の 手術 で した。

手 術 が済 ん で快 復 室 に いた時， 結 果 は明朝 ，

包帯 が取 られ た時 にわか る と知 らさ れ ま し

た。

その夜遅 く， ひ と り目を覚 ま した ピー タ

ー は翌 日の こ とを あれ これ
，と考 え ま した。

「失 明す るの で はな いだ ろ うか と考 え る

と， とて もた まら ない気 持 ちで した。 そ し

て， もし もう一 度見 え る よう にな った ら と

い う思 い と， だ め だ った らと い う思 い が交

錯 し，胸 が ふ さが る ようで した。」

ピー タ ーは包 帯 を巻 いた 手 で， 目に当て

た布 を ぎ こち な く外 し始 め ま した。 そ して

ベ ッ ドの側 に あ った金属 性 の皿 を胸 の上 に

移 し ま した。 それ を使 って ， ベ ッ ドラ ンプ
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の光 を 目に反射 させ よ う とした のです。 ラ

ンブ の ス イッチ を入 れ る と， 目の前が ぱ っ

と明 る くな りました。 見 え たの です。 うす

暗 い部 屋 の光 に慣 れ て きた時 ， ピー ター は

もう一度 その皿 を持 ち上 げ， キ ラキ ラ と光

を反 射 させ ま した。

「自分 の顔 を見 た時
， 私 は 自分 の 目を疑

い ま した。快 復 の見 込 みは千 にひ とつ もな

い と言 われ て いた私 の家 族 は，余 計 な こと

は何 ひ とつ話 して くれ て いなか っ たので す。

片方 の 耳，両 目の まぶ た， 鼻， くちびる が

な いの で す。 これ が 自分 の顔 だ とは とて も

信 じられ ませ んで した。 見 え る よう になる

か どうか だけ に心 を奪 われ て いた私 は，何

を見 るか まで は考 え て もみ ませ ん で した。

私 は ま った く度 を失 い，悲 鳴 と もつか ぬ大

きな叫 び声 を上 げ て い ま した。」

新 たな苦 しみ に直面 した ピー ターは， そ

の夜彼 に深 く同情 す るひ とりの看護 婦 に次

か ら次 へ といろ いろ な こ とを尋 ね ま した。

これ か ら どうな るの か， どうい うこ とにな

って い るの か，退 院 した後は どうな るのか，

買 い物 の よ うな場 合 は どう した らよ いのか，

ダ ン スに行 く時 は， それ か ら好 きな女性 が

で きた ら どう した らい いのか 。 そ こまで聞

いて ピーダ ーは 出 し抜 け に笑 い 出 しま した。

看 護婦 は何 が そん なに おか しい のか と尋ね

ま した。

「不 意 に昔 の こ とを思 い 出 したの です
。

そ の時 もや は り鏡 をの ぞ き込ん で， 自分 の

顔 が どん な風 に見 える かあ れ これ心 配 して
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いた のです。

16歳 の時 で した。 あ る時 ダ ンスパ ー テ ィ

ーが あ り
，私 は生 まれ て初 めて タ キ シー ド

を着せ て もら うこ とに な りま した。 胸が わ

くわ くしました。16に なった ばか りの 頃で す。

ひ とりの女 の子 を特 に誘 い ま した。 そ して

傘事 も一 緒 にす る こと に したの です。 もち

ろん初 めて の ことで， そわ そわ と気 が落 ち

着 き ませ ん で した。 今 で も覚 えて い ます。

遅 れな いよ うに と昼 の2時 頃 か らタ キ シー

・ドを着込 ん だので す
。 ち ょうネ クタ イ をつ

けよ うと して いた 時で す。 あ ごの とこ ろが

何 か変 なので す。不 吉 な予 感 炉 して，鏡 の

ところへ飛 ん で行 き ま した。 あ ごの左 の方

に何 か傷 ら しき ものが 見 えま した。 よ りに

よって どう して こん な 日に と， 怒 鳴 りた い

.気持 ちで した。 写真 も撮 るこ とに な って い

た のです。何 とか な らない か とそ こ をい じ

くりまわ して いる 内 に， 血 まで 出 て来 て し

まいま した。

約束 の時 間が 来 て彼女 と会 った時， 左 あ

ごの傷 は見 え ない よ うに，顔 の右 側 だ けを

向け るよ うに しま した。 ダ ン スの間 中， 彼

女か らは一体 だ れ を見て い るの か と聞か れ

る こと しき りで した。 私 として も泣 くに泣

けな いと ころだ った ので す。 ダン スパー テ

ィーは何 とか切 り抜 け，今 度 は レス トラ ン

ヘ行 く段 にな りま した。私 は 店 の人 に頼 ん

で10人 がけ の大 きな テー ブ ルに座 らせ て も

らい ました。 そ うすれ ば 彼女 の左側 に座 っ

て，傷 に気づ かれ な いで 済む か らです 。
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両目のまぶた，

鼻，
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病 室 で看 護 婦 と話 しな が ら， その 時の こ

とを思 い 出 した ので す。勝 て る見 込 みの な

い闘 いで した， 確 か に全 然見込 み が なか っ

たので す。 そ れで もなお私 は 自分 の命 と，

持 てる すべ て をかけて闘 っていま した。まだ

私 の 目には光 が残 されていました6私 は少 し

の 間天 父 に祈 りを捧 げ， 目が見 え る よう に

な った こ とを 感謝 しま レた。・最 初 は見 え る



見込 み す ら も全 然 なか った ので す。 それ に

して も，16の 時 の 自分 のあ のつ ま らな い行

な いは決 して忘 れ るこ とが な いで し ょう。」

入院 中， ピー タ ーは 自分 は何 を した ら い

い のだ ろ う と随分 考 え ま した。 退 院 までは

ま だ長 い苦 しみ との闘 いの 日が あ りま した。

幾 人か の親 しい友達 が， 目標 を持 つ こ とと

心 の持 ち よう につ いて教 えて くれ たの は こ

の時 期 で した。同 じワ ー ド部 の ローレンス・

オ バー ン兄 弟 は その ひ とりで した。 彼 は よ

く顔 を見せ ，何 か 目標 を持 つ よ うに と励 ま

しを与 え続 け ま した。最 初 ピー ター はオ バ

ー ン兄 弟 の言葉 に取 り合 お うと しませ ん で'

したが ， オバ ー ン兄 弟 も，「大切 なの は内 面

だ， 外見 じ ゃな いん だ」 と一歩 も譲 りませ

ん で した。

「『わか りま した。そ こまで 言 うん だ った

ら， あ なた も一 度 火で 焼 かれ てみ て下 さ い

よ。 そ う した ら， あ なた のお っ し ゃる こと

もよくわ か りま す よ』 と取 りのぽ せ て， ひ

どい こ とを言 っ て しまい ま した。 耳 にか か

った 包帯 越 しに， オバー ン兄 弟 の泣 き声 が

聞 こえ ま した。 私 は， 自分 にこれ ほ ど まで

に して くれ るオ バー ン兄 弟 に何 とひ ど いこ

とを言 って しま っ たのだ ろ う と， す ぐ に後

悔 の 念 に駆 られ ま した。 彼が 『ピー ター ，

私 もそ うで きる もの な ら， そ うした い』 と

言 った時 ， この 人が我 が 子 の よう に私 を愛

して くれ て いる のが わか りま した。 それ 以

来， 私 は彼 の言 う こ とな ら何 で もしよ う と

決 心 しま した。」
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ふ た りは 目標 を何 にす るか 話 し合 いま し

た。 最 初 に決 め たの は， 手術 の度 に何 針縫

うか を数 え る とい う 目標 で した。 これ は聞

もな く2千 針 とい う ところ で， 医師 や看 護

婦 にや めて くれ と言 われ る まで続 きま した。

次 は何 べ ん注射 をされ るか を数 えま した。

これ は1252回 まで続 け られ ま した。3番 目

は病 院 内で最 も模 範 的 な患者 にな るこ とで

した。 時 には人 間が 嫌 に なる こ ともあ りま

したが， とにか く目標 に向 けて頑 張 りま し

た。 そ して退 院 す る時 に は病 院 の職 員た ち

か ら 「最 も模 範 的 な患者 」 と彫 っ た飾 り板

を も らった ので す。

も うひ と り， 同 じ ワー ド部 の会員 で， 学

校 の 帰 りに立 ち寄 って は本 を読 ん で くれ た

姉 妹 が い ま した。事 故 の前 にはそ んな に親

しい とい うほ どで もなか った の に， 喜 んで

ピー ター のた め に時間 を取 って くれた ので

す。 ピー ター は も し立 場 が逆 だ った とした

ら， 自分 は とて も彼女 の よ うには で きなか

った だろ う と考 え，恥 じ入 るこ とが しば し

ば あ りま した。

「彼 女 がや け どを 負 って入 院 した と した

ら， とい うあ って は な らな いこ とが とき ど

き頭 に思 い浮 かび ， 自分 は彼女 を見舞 って

やる だろ うか と考 え ま した。 自分 は決 して

悪 い 人間 だ とは思 って いませ ん で した。 で

も仕 事 だ と言 って， 自動 車 や服 を買 う金 を
かせ

稼 ぐこ とに汲 々 と して いた ので はな いか と

思 い ます。 とて も彼女 の よう にはな れな か

った だ ろう と考 えた 時， 私 は心 の中 で見 え
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な い涙 を流 しま した。 彼女 は親 身 にな って

私 を助 け て くれ てい たの です。 私 の思 いを

言葉 に して 彼 女 に伝 える こ とは で きませ ん

で したが， その代 わ りにひ とつ の大切 な決

心 を しま した。 病 院 で一番模 範 的 な患 者 に

な るだけ で な く， 彼女 へ の恩返 しを し よう

と心 に決 め ま した。 退 院 し， 歩 いた り， 見

た り， 並 の こ とが で きる よ うに な った ら，

ほか の人 を助 け る ことで， 彼女 か ら受 け た

分 を返 してい こ う と思 っ たの です。

私 は退 院す る と， 問 題 を持 って い る人 を

見つ け，助 け をす る よう に努 め ま した。 そ

う してい る内 に，私 は 自分 の 問題 に と らわ

れ るこ とが な く な り， くよ くよ した り， 自

分 を憐 れ んだ りす る こ とが な くな りま した。

最 も大切 なの は内面 で あ る とい う素 晴 らし

い ことに気 がつ き始 め たの で す。 美 しさ は

内面か ら出て くる もの です。」

ピー ター は そ この病 院 を出 てか ら， ソル

トレー ク ・シテ ィーへ整 形 外科 手術 を受 け

に行 く準備 を しま した。 義理 の 兄弟 た ち と

一 緒 に住 ん で
，普 通 の 人間 に なる のだ とい

う大 きな 目標 に向 けて歩 み を始 め よ う と考

えてい たの です。

ピー ター は もう病 院 を精神 的 な苦 しみ を
いや

癒 す場 と考 え るのは や め にし ま した。 確 か

に病 院 の中 の人 た ちは， 彼 の身 に起 こった

ことを理 解 し，彼 を患者 として受 け入れ て

くれま した。 しか し， 今 や ピー タ ーは外 見

に重 き を置 く外 界へ と足 を踏 み 出 したの で

す。 そ の第1歩 は，事 故 以来 初 めて 食料 品
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店 へ買 い物 に行 った時 に始 ま りま した。病

院 外 の空気 が新 鮮 に感 じられ， 体 中 に力 が

よみが え って くるよ うで した。 そ して店 に

入 り， 品物 を幾つ か選 ん だの です。 時 計 は

5時 を指 して いて ， レ ジは混 み合 って い ま

した。

「私 は ひ と りの婦 人の後 ろ に並 び ま した
。

彼女 には ふた りの子 供 が いて， 店 内 を走 り

回って い ま したが， 母親 の勘 定 の番 が 回 っ

て き たの に気 がつ いて， レ ジの所へ や って

来 ま した。年 下 の4歳 ぐらい の子 がふ と顔

を上 げ て私 を見 ました。彼 は何 の心 構 えもで

き てい なか っ たの でしょう。『おば け一 つ!

お ばけ だ よ一 っ!』 と大 声 を上 げ なが ら，

通路 の 向 こうへ逃 げて行 きま した。 母親 も

一 体 どう したの か と振 り返 り
， そ こ に立 っ

て いる私 を見 て 悲鳴 を上 げ ま した。 そ して

手 に持 って いた 買物 か ごを落 とす と，一 目

散 に子供 の後 を追 いか けて い きま した。 店

内の他 の人 々 も気が つ き， 彼 女 の大 声 に何

事 が 起 きた のか とあ た りを見 回 しま した。

人の動 きが ぴた りとやん で， すべ て の視 線

が私 に向 け られ ま した。 それ か ら悲 鳴 と も

驚 きと もつか ぬ声 が あ ちこ ち に上 が り， ひ

そひ そ と話 す 声が 聞 こ えて きま した。 その

時 ，私 は胸 にナ イフ を突 き立 て られ た よう

な気持 ちで した。」

この頃 ピー タ ーは顔 を初 め様 々 な部 位 の

傷 を治 す ため に，28回 に わた る一 連 の手術

を受 けて い ま したが， 監督 の訪 問 を受 け，

何 か した い ことが な いか と聞 かれ ま した。



i働i肋i働i働i£ ●i鱒i£ ●i鱒i鱒i鱒i鱒i鱒i胸
。03。03.● ご.●3.03。O琴.●3.O琴 。●3。● 琴。●琴.●3.● ぎ

この頃ピーターは

顔を初め様々な部位の

傷を治すために，

28回 にわたる一連の手術を

受けていましたが，

監督の訪問を受け，

何かしたいことがないかと

聞かれました。

「思わず 『伝道に出られたら

最高でしょうね』と

答えてしまったのです。J
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「思 わ ず 『伝 道 に 出 ら れ た ら最 高 で し ょ

う ね 』 と 答 え て し ま っ た の で す 。 そ れ は 私

の 大 き な望 み で し た 。 し か し ， ど う考 え て

も無 理 な話 で し た 。 と こ ろ が 監 督 は 一 も 二

もな く，『そ れ じ ゃ ，そ の 準 備 を 今 か ら始 め

よ う 』 と 言 う の で す 。 私 は 『無 理 で す よ ，

監 督 』 と 言 い ， 自分 の 収 入 ， 多 額 の 借 金 ，

完 全 に 治 っ て い な い 足 の こ と， 将 来 に控 え
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て いる 多 くの手 術， 人々の 見 る 目な どにつ

いて話 しま しノた。 それ で も監督 は 『とにか

く， 準備 を始 め よう』 と言 うだけ で した。」

監 督 は ピー ター を 日曜学 校 の教 師 に召 し

ま レた。 そ して何 度か レ ッスン を して い く

内に， 福音 の教 義 ク ラ スの 中で幾 つか 良 い

経験 を して いっ たの です。 ピー ターは病 院

へ の支 払 いの た め に， 幾 つか仕 事 を して い

ま した。 ま た手術 も何 回か予 定 され てい て，

将 来 を悲観 的 に見 るよ うに な りかけ てい ま

した。 そん な時， 何 人か 友達 が 来て， ステ

ーキ部 の ダ ン スパー テ ィー に行 こ うと誘 っ

たの です。 行 きた い気持 ち はあ りました が，

ピー ター は 断わ りま した。 しか し彼 らは6

時間 の説 得 の末， 一 緒 に行 くと約 束 させ る

こ とに成 功 し ま した。

「会場 入 口 に来 る と
， 皆私 に 目を向け始

め ま した。 コ ー ト掛 け の向 こうか らの ぞ く

よう に して い る女 の子 た ち もいま した。 女

の子 が ふた り， まさか 聞 こえ てい る とは思

わ なか った の で し ょう， 『見て よ， あ の人，

私 ダ ンス 申 し込 まれ た らど うし よう』 な ど

とひ そひ そ話 を して いま した。 私 は また し

て も気 が ふさ いで き ま した。

私 はバ ン ドの近 くにい た男性 た ちの 陰 に

隠 れ てい る よう に して，何 が あ って もそ こ

か ら一 歩 も動 くまい と心 に決 め ま した。」

休 憩時 間 に友達 が ダ ンス の輪 に加 わ る よ

う に進 め， ピー ター を皆 の いる所 へ連 れ て

行 きま した。 ピー タ← もバ ン ドが演奏 を再

開 した ら， だれ か にダ ン スを 申 し込 もうと
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覚 悟 を決 め ま した。

「音楽 が始 ま る と私 は 自分 の決 意 を もう

一度 固 め
，顔 の こ とは忘 れて とにか くダ ン

スを しよう と思 いま した。 その時 そう しな
い く じ

か った ら， 残 りの 時 間す べて 意気 地 のな い

有様 で終 わ って しま うの は 目に見 え てい ま

した。」

ピー ターは女 性 た ちが集 まっ てい る所 に

行 って， その 中の ひ と りにダ ンスを 申 し込

み ました。 ところ が彼女 はそ の声 に振 り向

くと悲鳴 を上 げ， 人 ごみ をか き分 け る よう

に して， ホー ルの 外へ 出 て行 って しま った

ので す。 そ うなる のは初 めか ら決 ま って い

た ように も思 えま した。 バ ン ドの 演奏 も，

ダ ンスの ステ ップ も一瞬 す べ てが 止 ま り，

皆 の注 意が 声の した方 に向 け られ ま した。

ピー ターが 元の場 所 へ戻 る と， 友 人た ちが

来て 彼 をなだ め よう と しま した。 そ して再

び ダ ンスが始 め られ ま した。

「大声 ぞ叫 び
， そ こを飛 び 出 したい気 持

ちで したが，『ピー ター，ここで逃 げて はな

らない。 残 りの 人生 を逃 げ て通 す こ とにな

って しま う』 とい う小 さな声 が， 心 の奥 深

くにさ さや きか けて き ま した。 そ う して も

うひ とつ不 思議 な ことが 起 こ りま した。 足

が 自分 の もので ない かの よ う に動 き， 気 が

つ く と別 の女性 の とこ ろへ行 って， ダ ンス

をして くれ るよ う に申 し込 ん で いる ので す。、

自分 自身 の 力を超 え る何 かが あ りま した。

しか し， 自分 の心 の 中で は こう言 っ て いま

した。 『何 を して るん だ。元の所 へ 戻 れ。こ
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以釆この安らぎは

いつも変わることなく，

どのような仕打ちを受けても，

動揺することが

なくなりました。
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ん な 目 に あ わ さ れ て そ れ で も 平 気 な の か 。』

せ め 合 う ふ た つ の 声 に， 私 の 心 は 揺 れ 動 き

ま し た が ， 小 さ な 声 は 私 を励 ま し続 け ま し

た 。 『ピ ー タ ー ， 断 わ ら れ て も い い。 ま た

別 の 人 に 申 し込 み な さ い 。 逃 げ て は い け な

い 。そ う し た ら一 生 逃 げ ま わ る こ と に な る 』

と。」

ピー タ ー は そ の 声 に従 っ て ， 音 楽 が 始 ま



る度 に女 性 た ちに 申 し込 み を して いき ま し

た。 しか し， ほ とん ど冷 た い断 わ られ方 を

しただ けで した。 その夜 ， 主 に祈 るた め に

ぬか ず いた ピー タ ーの心 の 中 は苦 々 しい思

い で満 ちて い ま した。

「人 々か らの圧 迫
，冷 や か な態度 ， 白い

目， 後 ろ指， いつ受 け られ る のか わか ら な

い手 術 な ど， す べ てが一 度 に押 し寄 せ て来

る よ うに思 え ま した。 手 術 を受 け た と して

も， 目や まぶ た， 口，鼻 が 元 の よ うにな る

の か どうか何 もわ か りませ ん で した。 こ の
め い

よ う にす っか り滅 入 り， 人 々へ の怒 りす ら

抱 いて いた私 は，天 父 に祈 りま した。『耐 え

られ ない試 しは決 して与 え られ な い と聖 典

に約 束 され て い ます。今 私 が願 うの もそ の

ことで す。』私 はベ ッ ドに 入 りま した。次 の

日の朝， 私 の心 は穏 や かで 落 ち着 いて い ま

した。 以来 こ の安 ら ぎは いつ も変 わ るこ と

な く， どの よ うな仕 打 ち を受 けて も，動 揺

す る こ とが な くな りま した。天 父 は約 束通

り， 心 の平安 を下 さ った ので す。私 たち が

戒 め を守 るな ら， 天父 は必 要 な もの を与 え

て下 さい ます。 天 父か らいた だ いた平安 で，

私 は心 に憂 い を持 つ こ とが な く な りま した。

人 々 の私 へ の態 度 は変 わ りません で した。

しか し私 が 変 わ った ので す。」

霊 的 な基 の上 に建 て られ た 自信 によ って，

ピー ター は伝道 へ 向 けて少 しずつ備 え を し

ま した。 書 類 を送 付 し， トー マ ス ・S・ モ

ンソ ン長老 の特 別 面接 を受 け た後 で， ピー

ター は北 カ リフ ォル ニ ア伝 道部 へ 召 され ま
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した。

ピー ター はそれ まで， まぶ た のな い 目を

隠す た めに，い つ もサ ング ラ スをか けて い

ま した。 ひ ど く人 目を気 にして， サ ング ラ

ス な しには ど こに も行 き ませ ん で した。 し

か し伝 道 の 召 しの面接 に行 く時 には ず して

か らは，2度 と使 わ な い よう にし ました。

まぶ た は後 の手術 で 元 の ような姿 に戻 りま

した9

彼 の 自分 自身 に対 す る新 たな 見方 は，伝

道 を実 りあ る もの と し， 人 々 に良 い影 響 を

与 え，教 会 に導 く力 とな りま した。

伝 道 を終 え た ピータ ーは す ぐに仕事 にか

か り， 引 き続 き手術 を受 け るた め病 院 に通

い始 め ま した。 それ か ら彼 は ステー キ部宣

教師 に召さ れ ま したが， その関係 で ス テー

キ部 伝道 部長 の秘書 を務 めて いた マー ジ ョ

リー ・ク レ ッグ姉 妹 と知 り合 いに な りま し

た。 ふ た りは良 い友 人 とな り， ピーター は

彼女 と 自分 の友 達 の デー トの約 束 を中で取

り持 つ よ うに な りま した。何 度 もそ ういう

ことが あ りま した が， あ る 日マー ジ ョ リー

姉 妹 が， も うデー トの 約束 の手 配 は して く

れ な くて も結構 と言 って きた ので す。 ピー

ター は今 度 は 自分 と交 際 して くれ る ように

頼 み ま した。 友情 を基 にした関 係 はやが て

愛 に変 わ り， やが て ふた りは結婚 し ました。

「妻 は最 初 に会 った時以 外 は，私 の やけ

どを気 にする様 子 は あ りませ んで した。 人

人が私 を特 別 な 目で見 る こ とは百 も承知 で

す。 で も妻 は私 の外見 よ りも心 を見て いた
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ので す。 彼 女 とい る と 自分 が とて もハ ンサ

ム になっ た ような気 分 に な ります。 私 が彼

女 を愛 したの は， ただ の恋心 だけ か らで は

あ りませ ん。 最 高 の友 人だ っ たか らで す。

彼女 こそ私 が祈 り求 め て いた 人で した。 私

は外面 で はな く， 内面 を見 て くれ る人 を捜

して いた ので す。 外面 的 な ものだ けで は，

うまくや って いけ ませ んか らね。」

すべ て の希 望 を打 ち砕 いて もお か し くな

かったあの事 故以 来， ピーター ・ジェプス ン
かんなん

は銀難 と闘 い， 実業 家 として成功 し， 教会

の指導 者， 夫， 父親 と して も立 派 に生 活 し

て います。 彼 は今， 保険 と投 資 信託 業 を営

み，教 会 で は若 い男性 の 中央役 員 を務 め，

一 男二 女 を育 てて い ます
。

ピータ ーは19歳 の時病 院 のベ ッ ドの上 で

自分 の将来 の姿 を考 えて いた時 ， こ う'自問

しました。「問題 は い ろい ろあ るが，これ だ

け を成 し遂 げ てお けば， あ とはひ と りで に

解決 して い くとい う ものが あ る とすれ ば，

それ は どんな こ とだろうか。」目 に包帯 を し

て いた頃 に友 人か ら読 んで もら った本 が何

冊か， 彼 の 目標 の設 定 に影響を 及 ぼ しま し

た。

生 命 保 険 業 の 経 営 に 成 功 す る ため に は

(1)個 人的 に良 い対 人関 係 を築 くこ とがで

き，(2)教 育 を受 け，(3)地 域 の 人々 の信

頼 を得 ， 力量 を示 さ なくて は な らない。

ピータ ーは この 目標 を もって保 険 会社 に

職 を求 め ま した。 しか し59社 に当 た ってみ

た ものの， どこか ら もいろ よ い返 事 は もら
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え ま せ ん で し た。 最 後 に よ う や く得 た の が

あ る保 険 会 社 の 企 画 の 仕 事 で し た 。 よ う や

く最 初 の 第1歩 に こ ぎ つ け た の で す 。 根 気

よ く， そ し て 働 き な が ら 学 校 に 通 い ， ピ ー

タ ー は 仕 事 を覚 え て い き ま し た。

結 婚 す る ま で に は ， 病 院 へ の 支 払 い を す

べ て 済 ま せ ま し た が ， 新 婚 生 活 は 家 具 ひ と

つ な い 状 態 か ら の 出 発 で し た 。 あ る の は 自



信 とやる気 だ け で した。10年 の 内 に ピータ

ー は強 い意 志 と修練 に よ り
， ゼ ロの状 態 か

ら今 日の生 活 を築 き上 げ たの で す。

さ て， ピー タ ー とその 家族 は皆 日記 をつ

け， 自分 の 目標 に向 けて どう進 歩 して いる

か を記 録 して い ます。 まだ字 が書 け な い子

供 た ちの ため に は， マー ジ ョリーが代 わ っ

て 書 いて あげ ま す。

筋骨 型 の体格 の ピー ター は，今 年 の 目標

の ひ とつ に，3キ ロ メー トルを16分 で走 る

とい う 目標 を立 て ました が， す で にこの 記

録 を達 成 して い ます。

オ フ ィスの椅 子 に座 り， 自分 の力 で建 て

た ビルの 窓か ら外 を見 や る彼 の表 情 には 自

信 が感 じられ ま す。 しか し， その 自信 も一

朝一 夕の 内 に身 につ けた ので は あ りませ ん。

自分 自身 の弱 さ との格 闘 が何度 もあ った の

で す。彼 は こう言 って い ます。「私 は事 故 の

こ とを考 え るたび に， 自分 ほ ど不 幸 な人 間

は い ない と考 え ま した。私 た ち は気 をつ け

ない と，何 で も悪 く悪 く解 釈 して しま うよ

うに な ります。 そ うなる と，決 して失望 の

淵 か らは い上 がれ な くな ります。」

さ らに こ う続 けました。「あ ま り深刻 に考

え過 ぎる と， 本 当にや っか いな こ とに な り

ます よ。 何 で も難 しく考 え ない と気 が済 ま

ない人 が 多過 ぎ ます。 外 的 な要 因に対 して

決 ま りき った 反応 しか とれ ない よ うに 自分

自身 を縛 りつ けて い るん です。 太 っ て いよ

うがや せ てい よ うが， 歯並 び が悪 か ろ うが，

そん なこ とは 問題 では あ りません。 問題 は

聖 徒の道/1982年8月 号
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だれ にで もあ ります。 一 見何 の問題 もなさ

そ うな美 人で も， 何 か し ら内 面的 な問題 を

持 ってい る もので す。 問題 を持 って ない人

はい ない ので す。 大切 なのは， どう いう問

題 を持 って いるか で は な く， 問題 に どう取

り組 むか です。」

ピータ ー も決 して あの事 故 が 彦って よか

った と言 って るの で はあ りません。 しか し

彼 は そ こか ら教 訓 を得 ま した。 こう言 って

いま す。「困難 な 問題 が起 こづたらそれ に感

謝 す る ことで す。 そ こか ら学 ぶ こ ともで き

るので す。 私 た ちは 自分 の救 い を達 成 する

ため に地球 に来 ま した。 美 しさ は主 に近 く

生 活 しな が ら， 自分 の救 いの達 成 に努 める

時 に得 られ る もので す。」

彼 は 会 う人 の心 を た ちま ち温か くす る，

本 当 に魅 力的 な 人物 です。 彼 が 自分 の 内面

に築 き上 げた ものは，体 に負 っ た どん な傷

よ りもは っ き りと見 て取れ ます。昔 ， ふさ

ぎき った気 持 ち を取 り除 いて下 さい と祈 っ

た あ の晩 に， 彼の 一生 は変 わ っ たので す。

彼 は逆 境 に どう対 処 す るか を学 び， 心 の安

らぎ を与 え られ ま した。

ほか の 人 に何 か ア ドバ イ スを と求 め られ

て，ピー ター は こう言 い ま した。「何 か をっ

か み たい と思 っ た ら， 律法 と戒 め を学 び，

実践 す る こ とです。 成功 する か どうか は外

的要 因で左 右 され る もの では あ りませ ん。

律法 を学 び行 な って下 さ い。」
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キンポール大管長，
い や

癒 しの儀式 にっいて語る

大 管 長 、ス ペ ンサ ー ・W・キ ンボー ル

「わ れ らは， 異 言を語 る 力， 予 言す る

力， 啓示 ，示 現 を受 くる力， 病 を
いや

医すカ …… の賜 ある こ とを信 ず。」(信 仰 箇
『条第7条)救 い 主は御 自分が 昇 天 され た後

の世 を教 え導 く使 徒 た ちを お遣 わ し にな る

時 に，次 の ような指 示 を お与え にな りました。

「全 世 界に 出て行 って
， すべ て の造 られ

た もの に福 音 を宣 べ伝 え よ。

信 じて バプ テ スマ を受 け る者 は 救 われ る。

しか し， 不信仰 の 者 は罪 に定 め られ る。

信 じる者 には， こ の よう な しる しが伴 う。

すなわ ち， 彼 らはわ た しの名 で悪 霊 を追 い

出 し，新 しい言葉 を語 り，

・・毒 を飲ん で も，決 して害 を受 け な い。

病 人 に手 をお けば， いや され る。」(マ ル コ

16：15-18)

主 は，神 権 と信仰 の あ る とこ ろに は， 人

を驚嘆 させる ため では な く祝福 す る ため に

罷芳の鑛われがあるという永遠の原則をは

っき りと教 え られ ました。 初 期 の弟子 た ち

は この 永遠 の原 則を理 解 してい ま した。 ヤ

コブ はこめ よ うに語 って い ます。
や

「あな たがた の 中に， 病 んで い る者 があ

るか。 そ の人 は，教 会 の長 老 たち を招 き，

主 の御 名 に よって， オ リブ 油 を注 いで祈 っ

て もらう が よい。

信仰 による祈 りは， 病 んで い る人 を救 い，

そ して， 主は そ の 人を立 ち あが らせ て下 さ

る。 ……義 人の祈 は， 大 い に力 があ り，効

果の あ る もので あ る。」(ヤ コブ5：14-16)

獄 中 のバプ テ ス マの ヨハ ネが使 いを送 り，

「『きた るべ き かた』 は あ なた なの です か。

それ とも， ほか に だれ か を待つ べ きで し ょ

うか」(マ タ イ11：3)と 尋ね さ せ た時， 主

は 次の よ う に返 事 をなさいました。 「行 っ て，

あ なた が たが 見聞 き して い るこ とを ヨハ ネ

に報告 しな さい。 盲 人は 見え， 足な えは 歩

き， らい病 人は き よま り， 耳 しいは 聞 こえ，

死 人 は生 きか え り， 貧 しい 人々 は福 音 を聞

かさ れて い る。」(マ タ イ11：4-5)

主 は御 自分 で行 こ うと して お られ た すべ

て の町 や村 へ七 十 人を 遣わ され る 際 に， 権

能 を与 えて 言 われ ました。「その町 にい る病

人をいや してや り， 『神 の 国は あ なたが た に

近 づ いた』 と言 いな さい。」(ル カ10：9)

七十 人 た ちは喜 び 勇ん で帰 って来 て，「主

よ， あな たの 名 に よって い た します と，悪

霊 までが わ た した ちに服 従 し ます」 と言 い

ま した。 す る と， 救 い主 は 次の よ うに お っ

し ゃい ま した。「わた しは サタンが 電光 の よ
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う に天 か ら落 ちる の を見 た。

わ た しはあ なたが た に， へ びや さそ りを

踏 みつ け，敵 の あ らゆ る力 に打 ち勝 つ権 威

を授け た。 だか ら， あ なた が たに害 を お よ

ぽす者 は まっ た く無 い であ ろ う。

しか し，霊 が あ なたが た に服従 す る こ と

を喜 ぶ な。 む しろ， あ なた がた の名 が天 に

しる されて いる こ とを喜 び な さい。」(ル カ

10：18-20)そ して 彼 らは 「多 くの悪 霊 を

追 い出 し，大 ぜ いの病 人 に油 を ぬ って いや

した」(マ ル コ6113)の で し た。

初 期 の頃か ら，儀 式 や祝 福 の時 には油 を

使用 してい ま した。 ヤ コブは霊 の顕 われ を

受 けた時 に， ま く らのか わ りに使 って いた

石 を立 てて油 を注 ぎ ま した。 ま た，王 の聖

別 に も油 が使 用 されて い ま した。 サ ウル は

主か らイス ラエ ルの民 を治 め る王 に 召され

た時， ベ ニヤ ミン族 の 王 と して予 言者 サ ム

エ ルか ら油 を 注が れ ま した。

また，有 名 な詩篇 第23篇 に も， 油が使 用

され て いた ことが うか が えます。「あなたは

・わた しの こ うべ に油 をそ そがれ る
。 わ

た しの杯 はあ ふれ ます。」(5節)
いや

癒 しの時 に油 を使 用 する こ とは いろ いろ

な箇所 に述 べ られ てい ます が，常 に油 を用

いて いたの か どうか はわ か りません。 また，

皆 が皆 油を使 ったか どうか はわ か りませ ん

が， その ような 習慣 は広 く行 な われ て いま

した。祝 福 をす る際 には 油 を用 い る こと も，

用い ない こと もあ りま した。

本来 の意味 の癒 しの儀 式 は 濯油 と結 び 固

めのふ たつ の部 分 か ら成 って い ます。 まず

ひ とりの長老 が祝 福 を受 ける 人の頭 に少 量

の油 を注 ぎ ます。事 情 が許 せ ば頭 の て っぺ

んに注 ぎます。 決 して体 の他 の部分 に注 い

で はい け ませ ん。 主 の み名 と神 権 の権能 に

よ って その 人 の健 康 が 快復 す る よう油 を注

ぐので す。結 び 固 めは， ふ た りま たは それ

以上 の長 老 た ちが行 な い ます。 そ の中 の ひ

とりが結 び 固め を宣 言 し，適 切 な祝 福 の言

葉 を述べ ます。 やは りこれ もイエ ス ・キ リ

ス トの み名 と神権 の権 能 によ って執 り行 な

い ます。

時 に は， その場 に油が なか った り，兄 弟

が ひ と りしか い ない場 合 が あ ります。 また，

その病 人が最近 濯 油 の儀 式 を受 けた ばか り

の ような場 合 が あ ります。 その時 には， ひ

と りまた は それ以上 の長老 が 同 じ く主 の み

名 とメル ケゼ デ ク神 権 の権 能 に よ り祝 福 し

ます。祝 福 を宣 べ る 人は適切 と思 われ るこ

とをみ た まの導 くま ま に宣 言 し ます。

次 に祈 りが あげ られ ま すが， これ は濯油

の儀 式 とは様 相 を 異 に します。 祈 りは癒 し

て いた だ ける よ う1ことの主 へ の願 い であ り，

希 望 が あれ ば だれ で も捧 げ る こ とが でき ま

す。 したが って ，儀 式 とは 言 え ません。 祈

りは主 の働 きか け を願 い求 め るわ けで すが ，

祝 福 や濯 油 の儀 式 は イエ ス ・キ リス トのみ

名 によ り兄弟 た ちが授 け ます。

時折 この聖 な る儀 式が 乱用 され てい る よ

うで す。知 り合 いの あ る女性 は， 骨折 のた

め に数 週 間入 院 して い た時， 長 老 たち を呼

んで毎 日癒 しの儀 式 を施 して もら って いま

した。 あ ま り しば しば儀 式 を受 け るのは 信

仰 が 欠け てい るか， また は信 仰 を強 め る責

任 を長 老 たち に押 しつ け よ う とする誤 った

考 え のあ らわ れで す。 これは 大方 の認 め る

とこ ろで す。

か な り前 の こ とです が， 品位 ある婦 人 ル

ー シー ・グラ ン ト ・キ ャノ ン姉 妹 か ら私 は

42



III鼻IIIIIIIlIlIlIIII融lIIIlIIII"IIIlll"IlIlIl餌IIIlIl四IIIl助IIolIIIllI餌 馳 晦 』1謄Il"81帥1『

貴 重 な教訓 を得 ま した。 彼女 は ア リゾ ナに

住 む 自分 の娘 の家 を訪 問 した時 にひ どい病

気 にかか りま した。 た だち に私 た ち長 老 が

呼 び 出 され て彼女 に癒 しの儀 式 を施 しま し

た。 そ の翌 日， キ ャ ノン姉 妹 に もう一度 癒

しの儀 式 を行 な い ま しょ うか と尋 ね た と こ

ろ，彼女 は き っぱ り とこ う言 い ま した。「い

い え，私 は すで に濯 油 の儀 式 を施 して いた

だ きま した。 もう儀 式 を受 け たの です か ら，

信仰 によ って祝福 を願 い求 め るの は私 の責

任 です。」

とき ど き， 癒 しの儀 式 を受 けて しば らく

した後 に さ らに祝 福 が必 要 で ある よ うに病

人 が感 じる時が あ ります。 そ の時 に は油 を

用 いず祝 福 をす る だけ'にしま す。

信 仰 の必要 性 が しば しば 軽視 さ れ てい ま

す。 病 人 やそ の家族 は，祝 福 を受 け る本 人

の 方 に，より大 きな責 任 のあることに気 づか

ず， ただ神 権 の力 と儀 式 を施 して くれ る兄

弟 た ちの賜 だ け をあ て にして い るよ うです。

教義 と聖約 の46章 に ある よ うな癒 しの賜 を

も ってい る と思 わ れ る人 々が い ます。病 人

が ，信 仰篤 く能 力 もあ り 自分 の信 頼 で きる

人 を選 ん で祝 福 を受 け たが るの も無 理 はあ

りませ ん が， そ の人 が正常 な認識 と責 任 の

持 て る 人で あれ ば，癒 され るか否 か は他 の

何 よ りも本 人の信 仰 にか か って い るので す。

「あ な たの信 仰が あ な たを救 っ たの です 」

(マ タ イ9：22)と ， 主 は繰 り返 しお っ し

ゃ いま した。 主 は蹟 い主 で あ り，「天 におい

て も地 にお いて も， い っさ いの権 威 を授 け

られ た」(マ タ イ28：18)御 方 で あ るに もか

かわ らず， な お 「あな たの信 仰 が あな た を

救 った ので す」 と繰 り返 し語 られ ま した。

皆 さん の信仰 ど う りに， その身 仁 な るので

す。(マ タイ9：29参 照 〉

カペ ナ ウム で は百卒 長 が主 の も とにや っ
しもぺ じ

て 来 て， 自分 の僕 が家 で ひ ど く苦 しんでい

るの で癒 して や って下 さい と訴 えま した。

「わた しの 屋根 の下 にあ なた をお 入れす

る資格 は， わ た し には ござ い ませ ん。 た だ，

お言葉 を下 さい。 そうす れ ば僕 はな お りま

す。」(マ タ イ8：8)

そ して 百卒 長 は キ リス トの霊 的な 力 を 自

分 の 軍事上 の力 に た とえて 言 いま した。 主

は これ に非常 に感心 され ，「イスラエ ル人 の

中 に も， これ ほ どの信 仰 を見 た こ とがな い。

一行 け， あ なた の信 じた とお りにな るよ

う に」とお っ しゃ いま した。 「する と，ち ょ

う どそ の時 に， 僕 は いや され」(マ タ イ8：

10-13)ま し た。

12年 間 もの間 ，難儀 な思 い に耐 えて きた

女 性 が い ま した。 彼女 はす が る ような気持

ち で 「み衣 に さわ りさえす れ ば， なお して

い ただ け るだ ろ う」 と考 え，主 の衣 の すそ

に さわ る と，その時 に癒 され ま した。「娘 よ，

しっか りしな さ い。 あな たの信 仰 があ なた

を救 ったの で す」(マ タ イ9：21-22)。

ま たゲ ネサ レの 地 で も主 の上 着 の、玄・さ に

さ わ った 病 人 は 皆 癒 され ま した。(マ タ イ

14：35-36参 照)

盲 人の バル テ マ イの 目が見 え るよ うに な

った の も， 彼 が絶 え ず一心 に主 に近 づ こ う

と したか らで した。 ま た， 主 は エ リコの 男

の 目をお癒 しに な り， こ うお っし ゃいま し

た。「あ なた の信仰 が あ なた を救 った。」(マ

ル コ10：46-52参 照)目 の見 え る ように な

った この 男 は主 の熱心 な従者 とな りま した。

「あ な たが たの信 仰 どお り
， あ なた がた の

身 にな るよ う に。」(マ タ イ9：29)ま た主
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はふた りの盲 人 の 目に手 を触 れ て お癒 し に

な りな が らこ う言わ れ ま した。「わた しに そ

れ がで き る と信 じるか。」(マ タイ9：28)

そして ふた りの盲 人は見 え る よ うにな りま

した。

人 には好 みが あ るので ，時 と して一部 の

教会 指導 者 の とこ ろにば か り祝 福 を受 け よ

うと人 々が詰 め かけ るの を見 受 け るこ とが

あ ります。 病 気 の時 や弱 くな った時 ， また

恐 れの ある時 な ど，正 しい生 活 を送 っ てい

て信 仰 も篤 く，献 身 的 な長老 た ち を信 頼 し

て， 彼 ら に祝 福 を頼 み た くなる のは 自然 な

ことで す。 しか し教会 幹部 や ステー キ部 ，

ワー ド部 ，伝 道部 の役 員 だ けが神 権 の癒 し
ちか ら

の能 力 をも って い るわけ で はあ りませ ん。

ホーム テ ィーチ ャー を含 め て，教 会 の大 勢

の兄 弟 たちが祝 福 を施 す権 能 を持 って い ま

す。 彼 らの施 す儀 式 や祝福 が これ を受 ける

人の篤 い信 仰 と結 び つ いて驚 くべ き癒 しの

力 を発揮 し得 る こ とは，若 くて未 熟 な宣教

師 たちが行 なっ た数 多 くの素 晴 ら しい例 を

見 て も明 らか で す。

迷 ってい る人 々や懐 疑論 者 か ら よく次 の

ような質 問が提 起 され ます。一 体 な ぜ今 の

時代 に は予 言 者 や救 い主 の時代 にあ っ たよ

うなみ たまの顕 わ れ(癒 し も含 めて)が 起

きない のだ ろうか。

それ に対 す る答 え は明 白で す。 どの時代

にも見 られ ない程数 多 くの奇跡 的 な癒 しが

今 日行 なわれ て いま す。 救 い主 の伝 道 活動

とその後 しば ら くの 出来事 が短 い幾 つか の

章 にま とめ られて い ます が， ヨハ、ネ は こう

言 いま した。「イ エ スのな さ った こ.とは，こ

の ほか にまだ数 多 くある。 も しいち いち書

きつ け るな らば，世 界 もその書 か れ た文 書

を収 め きれ な いであ ろ う と思 う。」(ヨ ハ ネ

21：25)

歴 史的 な 出来事 を要 約 して記 したた め に，

聖 書 に は癒 しの 中で も特筆 に値 す る ものだ

けが 記録 され ， その結 果 あ たか もす べて の

奇 跡 が はな ば な しく行 なわれ ，癒 され るこ

と を願 った すべ ての 人々 が癒 さ れた かの よ

う な印象 を与 えます。 それ ほ ど 目立 た ない

数 々 の祝福 ， た とえば頭痛 が 止 ま った こ と

や，快 復 が速 まった こ と， 苦 痛 が和 らげ ら

神権者の施す儀式や祝福は，

これを受ける人の

篤い信仰と結びついて

驚くべき癒しの力を

発揮し得るのです。

れ た こ とな ど， キ リス トや使徒 の時代 に行

なわれた 多 くのおび ただ しい 出来事 はおそら

く記録 され ない まま にな った に違 い あ りま

せ ん。 現代 にお いて も この時代 に起 きた奇

跡 を ひ とつ 残 らず 書 き残 して お いた な らば，

い くら図書 館 があ っ て も納 め きれ な い こと

で しよう。

1955年 に ヨー ロ ッパ の伝 道部 を訪 問 した

時， 私 は何 百 人 とい う宣教 師 た ちの証 を聞

きま した。 大勢 の宣 教 師 たち が同 じよ うな

奇跡 の話 を繰 り返 し語 り，行 なわ れ た業 に

驚嘆 して い ました。 例 えば ，重 い病 気 にか

か り医者 か ら大 手術 を言 い渡 され た話 を大

勢 の宣教 師 が しま した。，癒 しの儀 式 を施 し，

祈 り， 断食 を行 な って，、いよ い よ手 術 の時

になる と， その 同 じ医 師が レン ドゲ ン写 真
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を携 えて や って来 て 「い やあ， 何 が起 こ っ

た のか ，手 術 は必要 な くな りま した」 と言

うので す。 こう した 出来事 は数 えきれ な い

ほ ど起 き て います。 狂 信的 な受 け取 り方 だ

とか熱 狂 的な空 想 だ とか言 ってか たず け る

わ け には い きませ ん。 どれ も， 勝手 な想像

や勘 違 い で もなけ れ ば，根 も葉 もな い空想

で もない ので す。 手術 の必 要 が な くな った

とい う よう な話 は ，各 国 の宣教 師 た ちが た

くさん の町 々 か ら絶 えず報 告 してき ます。

この よ うな こ とは ， 国の 内外 を問 わず 遠 く

離 れ た地 の様 々 な環境 の もとで大 勢 の人 々

に起 こ って いるの で す。
い

す みや か に癒 えた例 は数 多 くあ ります。

その範 囲 も，視 力 ，聴 力， 不具 ， 内臓 器官 ，

皮 膚， 骨 な ど体 の あ らゆ る部分 に及 んで い
いや

て ，治 る 見込 み のな い病気 さえ癒 され て き

ま した。私 たち は現代 の 医師 が優 れ た技術

と， 多 くの知 識 を得 てい る こ とに言 い尽 く

せ ぬ感 謝 の念 を覚 え ます が， 医師 や病 院 が

治 した と信 じ られ て い る数 々 の病 は，祈 り

によ り， ま たは神 権 を通 して ，実 は主 が癒

され た にほか な りませ ん。』医 師 の施 す治療

は大 な り小 な り 「助 力」 で しか ない に もか

か わ らず， 一般 に私 た ちは全 面的 に医師 の

お陰 で治 っ た と思 い込 み が ちで す。

癒 すの は医 師 では な い とい うこ とを銘 記

して おか な けれ ばな りません。 医師 は病 気

の治 りや す い環 境 と状 況 を提供 し， 人が神 、
ち ゆ

よ り授 か っ た 自然 の 治癒 力 を働 きや す くす

る にす ぎませ ん。 骨 を整 形 し，殺 菌 し， 傷

口を縫 合 し，巧 みな手 さば きで体 内を開 閉

し得る と して も， 本 当の意 味 で病 気 を癒 す

こ とがで き る よう にな った 人間 が いるわ け

では あ りませ ん。 神 の子 で ある 人間 は その
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内 に天与 の 治癒 力 を宿 して い るの で，神権

の 力 と祈 りを通 して癒 え る過 程 が促 進 させ

られ た り活 発 にな った りす る ので す。 とは

言 え，重 ね て 申 します が， そ の ような驚 く

べ き治療 を施 すべ く訓練 を積 んだ偉 大 な医

師 た ちの技術 や忍 耐， 理解 力 に私 た ちは非

常 に感謝 して い ます。

最 初 に まず 医師 の とこ ろへ行 き， 万策 尽

き て後 に長 老 た ちを呼 ぶ 人が大 勢 い ます。

しば しば長 老 た ちは医 師が 手 を施 し尽 く し

た後 に病 院 に呼 ばれ ，癒 しの儀 式 を行 な う

よう にな りま す。 その よ う にして病 人 が快

方 に向 か う と医師 の処 置が 良 か ったの だ と

言 い，逆 に死 んで しまう と神権 の効 力 は ど

うな った のか と疑 い を起 こ します。 しか し

この こ とを忘 れて は な りませ ん。 す なわ ち

主 が即座 に癒 され よ う と徐 々 に癒 され よ う

と， あ る いは手 術 や手 当 て を施 そう と， 施

す ま い と， 癒 し その もの は なお主 の奇跡 で

あ る とい う ことで す。 医 師た ちは 集積 され

た現 代 の医 学知 識 を得 よう と勤 勉 に努 めて
つ く

い るわ け です が，私 たち の体 を創 られ た御

方 は， 創世 の初 めか ら， 肉体 を再 生 し，再

組織 し，治 癒 す る方法 を御 存 じで あ るこ と

を忘 れ て はな りませ ん。

長 老 た ちが祝 福 した後 で，病 人力や快方 に

向 かわ な か った りす る と， 失望 す る ばか り

か ，時 には信仰 さえ弱 くな って しま う人 々

が あ ります。特 にた びた び祈 り， 長 い間断

食 を した よ うな場合 には な おさ らで す。 こ

の場 合 もやは り， いつ の 時代 で も病 人や苦

しん でい る人 々が すべ て癒 され たの では な

いこ と を思 い起 こす必 要 が あ ります。 初期

の 偉大 な使 徒 た ちで さ え 「わ た した ちは，

ど うして霊 を追 い出 せ なか った ので すか」
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と問 う たの です が，主 の答 えは 必ず し も非

難 めい た もので はな かったよう です。「この

た ぐい は，祈 りと断 食 とに よ らな けれ ば，

追 い出す ことは で きな い。」(マ タ イ17：19，

21)

使徒 ペ テ ロ と他 の 同僚 た ちは数 々の奇 跡

を行 な いま したが ， 多 くは記 録 と して残 さ
そ せい

れて い ます。 記録 の 中 には死 者 を蘇生 させ

た こと さえ載 ってい ます が， 癒 して もらお

うと してや って来 た すべ て の人 が癒 され た

の では ない こ とは明 らか です 。 同様 に天 に

お いて も地 にお いて も一切 の権威 を得 て お

られ た救 い主 で さえ すべ て の人 を癒 され た

わ けで はあ りませ ん。 主 が そ うで きた、こ と

は 疑 う余 地 は あ りませ ん が，受 け る側 に

「癒 され る」 た めの信 仰 が欠 け て いた ので

す。郷 里 の ナザ レで はあ ま り信仰 が 見 られ

なか っ たた め， 主 は ほ とん ど奇跡 を行 なわ

れ ません で した。 主 はナ ザ レで成 長 され ま

した。 しか し， あま り敬 われ な か った ため

「彼 らの不 信仰 のゆ え に
， そこ では 力あ る

わ ざを， あ ま りな さ ら な か った 」(マ タイ

13：58)の で す。 主 が人 々 を癒 され なか っ

た のは， お そ らく彼 らが癒 して も らお うと

しなか ったか らで しょ う。

死 は 人生 の一 部 で あ り， 人 は皆 死 なな け

れ ばな りませ ん。 時 の終 わ りに至 らなけ れ

ば，病 気 や死 に対 す る完全 な勝利 は あ り得

ませ ん。 しか し， 医学 は長 足 の進 歩 を遂 げ，

人間 の寿 命 は伸 び ま した。 乳 児 の死亡 率 が

低 下 し， 出産 も安 全 にな り， そ の上 ， 昔 に

比べ て一般 に 多くの 人々 が長 命 を保 つ よう

にな りま した。 この よ うな偉大 な業績 を残

した勤勉 な科学 者 た ち に私 た ち は感謝 して

い ます。 しか し， 死 は必ず訪 れ ます。 死 な

なけ れば復 活 は あ り得 ず ，不 死不 滅 の体 を

得 て さ らに進 歩 す るこ と もあ り得 ません。

死 の訪 れ 方 は急速 に変 化 してい る ようで す。

病 床 だけ で な く， 往 来や 道路 わ き， 時 には

狭 谷 に おいて も交 通事 故 で命 を落 と した り

し ます。 いず れ に して も死 は必 ず訪 れ るの

です。

もち ろん適切 な方法 を用 いて可 能 な限 り

死 期 を延 ばす こ とは で きます が， 死 ぬ 日は

必 ず到 来 します。 しか し高齢 者 や治 る見 込

みが な い と思 われ る 人 に対 して で も， 祈 り，

祝 福 を施 す こ とは正 しい と思 い ます。 私 た

ち には定 め られ た死 の時 が いつ なの か， 次

の世 に行 くべ き時 が いつ なの かわ か らな い

か らです。 で す か ら始 め か ら終 わ りの こ と

を知 り， それ が正 しい限 り癒 す こ とので き

る主 の精神 とみ こ ころ に従 って，祈 り，祝

福 を する ので す。 しか し定 め られ た死 の 時

が 来れ ば もは や癒 しはあ り得 ませ ん。 もち

ろん， 死 ぬ時期 が延 ばさ れた とい う例 外 も

あ ります。 顕著 な例 のひ とつ に延 命 を願 っ

て ， さ らに15年 この世 に と どま るこ とを許

され た ヒゼキ ヤ王 の場 合 があ ります。15年
おもむ

の 後， 王 は次 の世 に赴 き ま した。私 たち の

中に も，篤 い信 仰 が あっ たた め に命 を永 ら

えた 人は大 勢 い ます。 しか し思 慮 深 い人 で

あ れ ば，軽 々 しく， 不 適切 な方 法 で主 に延

命 を願 うこ とが度 々 ある こ とに気 づ く必要

が あ ります。 時 には命 を永 らえ るこ とが，

か え って苦 痛 を引 き延 ば した り， 当然受 け

る べ き特 権 を失 った り， 負担 をか け た りす

る こ とに もな ります。結 局 ， その願 いが不

当 な願 いで は な い時 にの み，正 しい祈 りを

捧 げ，祝 福 を施 す こ とがで き るの です。 し

か し， 時 には，不 当な願 い によ って 肉体 が
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癒 え，心 は不 健 全 な まま にな る こ ともあ り

ま す。 ま た，死 に もしな けれ ば，生 き もし

な い とい う場 合 もあ り ます。私 たち の知 恵

や判 断 力 が神権 の偉 大 な 力 と同等 にな らな

い 限 り，主 に どの よ う にして い ただ くべ き

か を知 る ため には 細心 の注 意 が必要 なの で

す。 も し私 た ちの 主張 ば か りが通 る と した

ら， 死 ぬ 人は だれ もい な くなる か も しれ ま

せ ん。 逆 に， もし私 た ちが神 権 の力 と同等

の知 恵 や思 慮分 別 を持 つ ところ まで成 長 す

私は教会には癒しの力があり，

主の祝福により

大勢の人々が癒され，強められ，

健康を回復していることを

知っています。

る こ とがで き ればヅ 本 人 や周囲 の 人々 のた

め にそ の人 はず っと早 く この世 を去 るか も

しれ ませ ん。

人 間 は とき どき感 情 的 にな り過 ぎた り，

熱 心 に な り過 ぎた りして， すべ て の出 来事

を奇 跡 のた め だ と思 った り します。 また過

度 に空想 的 な 人々 や熱 狂的 な 人々 が いる と

思 えば， 数 々 の癒 しの 中 に奇跡 を見 るこ と

の でき な い人 々 も大 勢 い ます。 その よ うな

人 々は 「あれ は，奇 跡 で な く とも結局 は治

る こ とに な って いた のさ」 と言 いま す。 一

例 をあ げ ま し ょう。

主 は 弟子 た ち を前 に して言 われ ま した。

「あ あ
，信 仰 の薄 い者 た ち よ。」(マ タイ6：

30)私 た ちす べ てが そ うな ので はな いで し

ょうか 。 かつ て私 は家 を遠 く離れ た土 地 で，

3日 の 間， 激痛 をこ らえ ていた こ とが あ り

ました。 と うと う私 は 同僚 のハ ロ ル ド・B・

リー兄弟 にそ の こ とを打 ち明 けま した。 彼

は睡 眠薬 をひ とつ くれ て， ベ ッ ドのわ きに

ひ ざ まず き，祝 福 を施 して くれ ました。私

は痛 み のせ い で3日 前 の晩 か らほ とん ど睡

眠 が とれ なか っ た に もか かわ らず(午 前3

時 頃 でしたが)，祝福 を受 けた 次の瞬 間 には

す ぐ眠 りに落 ち て しまい ま した。 多少恥 ず

か しい気持 ちで打 ち明け ます が，翌 朝 目が

覚 め て最初 に思 った こ とは なん とよ く効 く

薬 だ ろ う とい うこ とで した。 ところが ふ と

気 が つ く とも う薬 が切 れ て いる はず の時間

です。 で も痛 み が まっ た く戻 らない のです。
か しゃく

私 は 良心 の 呵責 を覚 えて ひ ざ まず き， 主 よ

りも薬 に頼 って い たこ とに許 しを求 めて祈

りま した。 その後 ，数 カ月経 過 して も，痛

み も苦 痛 もあ りませ ん で した。 ま こと に恥

ずか しい話 です が， お そ らく同 じような経

験 を した方 は大 勢 い らっ しゃ るので はな い

で し ょうか。 ああ， な ん と信 仰 の薄 い こと

で し ょう。「A兄 弟 は癒 され なか った。」「B

姉 妹 は よ くな った けれ ど， ず いぶん長 くか

か った。」 「何 を して もいず れC兄 弟 は よく

な った の さ。」

数 年前 に私 が 外科 手術 を受 けた時 の こ と

で すが， 医 師 や看護 婦 た ちが手 術 の開始 を

待 って私 の周 りに集 ま ってい たの で， まだ

意識 の あ った私 は専 門医 に こう言 い ました。

「今 朝 は信 仰 の深 い大 勢 の人 々が あな たの

ため に祈 っています よ。」する と彼 は落 ち着

いて答 え ました。「私 には彼 らの祈 りが必 要

で す。」彼 ら の祈 りが 聞か れ たの で，医 師の

手 に落 ち着 き と導 き が与 え られ，判 断 力が

高 め られ，・その後 ，私 は快 方 に向 か い， 使
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用 に耐 え られ るだ けの声 を と り戻 せ たの で

す。 この こ とは主 の祝福 が あ った た めだ と

私 は 固 く信 じてい ます。 しか し，懐 疑論 者

は別 の見方 をする で し ょう。

宣教 師 た ちか ら彼 らの施 した儀 式 に よっ

て起 きた奇 跡 につ いて 聞 く時， 私 は ひや り

とす る こ とが あ ります。 まる で 自慢 す るよ

うなその話 しぶ りに，私 は主 が喜 び 勇ん で

帰 って きた七 十 人に与 え られ た戒 め の こ と

を思 い 出す のです。

「しか し
，霊 が あ なた がた に服 従 す る こ

とを喜 ぶ な。 む しろ， あ なた が たの 名が 天

にしる され てい る こと を喜 び な さ い。」(ル

カ10：20)

私 は， 主 の怒 りに触 れ て 自分 に与 え られ

た主 の 力を取 り去 られ るこ との な いよ う に，

自分 が器 とな って行 な った奇 跡 を誇 る こ と

を恐れ ます。

祝 福 は これ を受 け た 人の もの です か ら，

証 を したい と思 うの は 当然 です が， これ を

誇 る よう にまで な る と不 自然 で あ り厚 か ま

し く思 われ ます。 私 た ちは だれ も癒 す こ と

な どで き ないか らで す。 た だ神権 を通 して

のみ主 の癒 しが結 果 とな って表 われ て く る

のです。 按 手 を施 した のが だれ か 口外 し な

いよ うに病 人 に指 示 してお けば， その こ と

を 自分 の誇 りに しよう とす る誘惑 を し りぞ

けや すいで しょ う。 い かな る場合 もす べて

の栄光 を天 の 父 に帰 す る よう に しなけ れば

な りません。 その よ うなや り方 は救い 主 の

生 涯 と一 致 してい るよ う に思 わ れ ます。 主

は数 々の癒 しの後 に次 の よう に命 じ られ ま

した。 「だ れ に も話 さ ない よ うに。」 また，

嘆 願 する らい病 人 にお っしゃいま した。「そ

うしてあ げよ う，きよ くな れ。」す る と らい

病 はた だ ちに き よま り， イエ スは こ の よう

に言わ れ ま した。「だれ に も話 さ ないように，

注 意 しな さい。」(マ タ イ8：3-4)

私 は教 会 に は癒 しの力 があ り， 主 の祝福

によ り時 には 人間 の技 術 を用 い て， また 時

には用 い ず に大 勢 の 人々 が癒 され ，強 め ら

れ ，健康 を快 復 して いることを知 っています。

私 たち は， まず 自分 自身で で きる こ とを

す べ て行 なわ な けれ ば な りませ ん。 食事 を

制 限 した り，休 息 を と った り，効 果 のわ か

って い る薬 草 を用 い た り， 特 に軽 い病 気 に

対 しては常 識 を働 か せ ます。 そ の後 に信頼

のお け る長 老 ， ホー ム テ ィー チ ャー， 隣 人

また は友 人 な どに来 て も らう とよい で し ょ

う。普 通 は これ で十分 で あ り，数 多 くの 人

人が癒 されて い ます。 難 しい事態 の場 合 に

は，適切 な援助 を与 え て くれ る 熟練 した有

能 な 医師 の とこ ろへ行 き ます。 あ る若 い婦

人は大 手術 の た め に病 院 へか つ ぎ込 まれ て，

恐 ろ しさの あま りす っか り緊張 し てい ま し

た。 彼女 の語 る と ころ に よる と， 翌 朝 に手

術 をひか え たそ の晩， 担 当 の医 師が 彼女 の

もとを訪 れ，臼神殿 に参 入 して きた こ とを告

げ ま した。 彼 女 は， 主 の見守 り と正 しく信

仰 の あ る人 の腕 の 中に ある こ とを知 って緊

張 が解 け， 平安 な気持 ち にな りま した。

懐 疑論 者 に惑 わ され て奇跡 的 な癒 しに対

す る信 仰 を失 うこ との ない よ うに して下 さ

い。現 実 におび た だ しい数 の奇 跡が 起 きて

い ます。 奇跡 は神 聖 な もの です。 い ちい ち

記録 してい た ら， い くら書物 が あ うて も収

め きれ ない で し ょう。 奇 跡 は単 純 で も複 雑

で もあ り，緩 慢 に進 む こ と もあれ ば，瞬 時

に起 こ る こと もあ り ます。 いず れ に して も

奇 跡 は現 実 に起 き てい るの です。
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げ かんが

ちれ毛のことを考えました。それに,
げ あか げ

どうしてみんなが｢あ 一か毛,赤 毛,
ひ あたま

火みたいな頭｣な んていうのか,と か,
とも

友だちのアンディーにはじぶんのへや

があるのに,ど うしてぼくは,お とう

とたちといっしょにへやをつかうのか
かんが

なとか考えました。エリックは,み ん

なとちがうのがいやでした。ちがうの
け はや

は,か みの毛や早おきのしゅうかんだ

けではありませんでした。ほかの子た

ちは,ひ とりかふたりしかきょうだい
にん

がいないのに,エ リックには7人 のき

ょうだいがいました。まだありました。
い がつ

プライマリーに行っているのは,学
こうじゆう にち

校中でエリックだけでしたし,日 よう
び いえ

日にあそばないのも,家 のちかくでは

エリックだけで した。
すこ かんが

でも,､少 したつと,ほ かのことを考
しゆうかん

えはじめました。あと2週 間で,8さ
じようび く

いのたん生日が来るのです。エリック
あさ

は,朝 おきると,バ プテスマのことを
かんが しろ き みず なか

考えました。白いふくを着て,水 の中
い

におりて行くのでず。そうすると,お
とう て

父さんがまっていて,手 をさ しのべて
かんが

くれるでしょう。そう考えるとたのし

くなりましたb
ひ がっこう みち

ある日のこと,学 校からのかえり道,

エリックはアンディーとバプテスマの
はな

ことを話しました。｢ねえ,き みは8さ

いになったらバプテスマをうけるの。｣
き

エリックは聞いてみました。

｢ぼくそんなことよくわからないよ
｣

50

い

とアンディーは言いました。
おも

エリックは思いました。ぼくはやっ

ぱりかわってるんだ。

すると,ア ンディーがたずねました。

｢きみは,8さ いになったらバプテス

マをうけるのかい。｣
み かんが

エリックはアンディーを見ながら考
とも

えました。アンディーはいい友だちだ
はな

から,バ プテスマのことを話しても,

ぼくをからかったりしないだろうな。
い

エリックは言いま した。｢う ん,あ と
しゅうかん

2週 間したら,バ プテスマをうけるん

だ。｣
おも

エ リックは,い いことを思いつきま
かい こ

した。｢ねえ,ぼ くのバプテスマ会 に来
とう

ないかい。お父さんがぼくにバプテス
とう

マをしてくれるんだ。きみもお父さん

といっしょに粂てもいいよ。｣
ひ

とうとうエリックのバプテスマの日
か ぞく

になりました。エリックの家族はみん
きようかい い

な教会に行きました。アンディーもア
とう い

ンディーのお父さんも行きました。
まえ かい

バプテスマの前に,み じかい会があ
うた うた

りました。さいしょに歌 を歌って,そ
さま はなし

れから,イ エス様のバプテスマのお話
さま

や,イ エス様にしたがうことがたいせ
はなし

つだというお話がありました。
さま

イエス様もかわってたんだ,と エリ
おも お も

ックは思いました。そう思うと,と っ

ても,ほ っとしました。.
とき き なに

バプテスマの時が来ました。何もか
かんが

もエリックの考えていたとおりでした。
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19 だいかんちよう

大管長は,こ うおっしゃいまし
こ ども よ げん しゃ

た。｢私 は子供 のころ,予 言者 ジョセ
じ げん う

フ･ス ミスが示現を受けたことをなん

のためらいもなくしんじていました。｣

52

だいかんちょう しゆう

それから大管長は,ユ タ州ハンツビル
のうじよう こ ども おも だ

の農場での子供のころのことを思い出
はな

して,こ う話されました。
こ ども

｢まだほんの子供のころのことです
よ

が,あ る夜,わ たしはひどくおびえて
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難蟻灘 ジェrム ズ･蘭･パラモア璽暑より

薦 ち い とも

小 さなお友 だちへ 。.
文 ジ ョ リー ン･メ レデ ィス

噛

/レ ー ＼

の …･

鮎庵

鐵

煮､

ちょうろう はなし

ラモア長老は,こ んなお話を し

パ て栖 鵡.慌 しの翫
ひ と

めったにいないすばらしい人でした。
はは てん とうさま しん

田は,天 のお父様にぜったいてきな信
こう ちぢ きょうかい かっぱつ

仰をもっていました。父が教会に活発
いの

になるようにと祈ると,ほ んとうにそ
ちぢ つよ しんこう

うなりました。父はとても強く,信 仰

ぶかくなり,す ぐれた指尋著になりま
はは おお こ ども

した。田は,も っと大ぜいの子供がほ
いの はは

しいと祈りました。それは,田 にとっ

てとりわけむずかしいことでした。そ
はは にん こ ども

れでも田は,6人 の子供をもうけまし

た 。
ちぢ ひ と

父もとくべつな人でした。わたしが
わか ちぢ し か ぎ こう し

若いころ,父 はわたしが歯科技工師に
お し

なれるよう,い ろいろと教えてくれま
し か ぎ こう し

した。ですから,わ たしが歯科技工師
はたら とき ぎ

として働きはじめた時には,ほ かの技
こう し ところ ぎじゆつ まな

工師たちがわたしの所へ技術を学びに

巣るほどでした。
ちようろう はなし

また,パ ラモア長老はこんなお話を
くだ け

して下さいました。｢パラモア家にはす
せん そ そ ぼ

ばらしい先祖がいるのですよ。祖田は
とき

8さ いの時にたったひとりで,デ ンマ
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とうとのスクにいいました。

アフリカにすむキルマーとスクは,
むら

クハキというパンツをはいて,村 まず

れでライオンがりごっこをしていまし
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い

､に つ い て 行 き ま した 。
き

と,と つぜん,メ リメリと木がおれ,
おと

バサーッとたおれる音がして,お びえ
き

たキルマニのひめいが聞こえました。
はし だ み

スクは走り出しました。ふと見ると,

キルマニが箪い未のえだに建をはさま

れているではありませんか。スクは,

アセがイ(や り)を てこにして,キ ル
あし

マニの足をはずそうとしましたが,や

りのえがおれてしまいました。
し｢ああん

,死 にそうだよお。むかし

のいいつたえは,ほ んとうだったんだ。
とり

鳥のやつが,し かえししたんだ。｣キル

マニはうめきました。
とう い

｢お父さんに言ってくる。｣そういっ

て,ス クはアセがイ(や り)を キルマ
て はし

二の手にもたせ,た すけをよびに走り
だ

出しました。
こえ あ

キルマニは,い たさにうめき声を上
み うこ

げました。身動きもできず,ジ ャング
なか

ルの中にひとりぽっちで,ど んなあぶ
とり

ないめにあうかわかりません。鳥のや
く

つ,ヒ ョウをつれてぼくをころしに来

るかもしれないそ。キルマニは,び く
み

びくしながらあたりを見まわ しました。
とり あたま うえ

鳥は,キ ルマニの頭の上のえだにとま

っています。
み い

｢まだ,ヒ ョウを見つけに行っては
はい

いなかったんだ。ミツの入 ったヒョウ
み

タンを見ているだけだ。｣キ ルマニは,
すご

少しほっとしました。

キルマニのヒョウタンは,す ぐちか

58

くにころがっていました。キルマニは

アセがイでヒョウタンをちょっとつつ
とり

き,ミ ツをこぼしました。すると,鳥
いう

がまいおりてきて,こ はく色のミツを

なめは じめました。
とう

まもなく,ス クがお父さんやそのほ
ひ と

かの人たちといっしょにかえってきま
あ し

した。みんなは,キ ルマニの足をおさ

えつけていたおもいえだをとりのけ,
き つ く

木のつるでたんかを作り,キ ルマニを
いえ い

のせて家へはこんで行きました。

アンドリュー『i慈i磐iこ手当てをしても

らいながら,キ ルマニはハチミツをと
い はな

りに行ったことを話 しました。すると,
きようだい い

アンドリュー兄弟は言いました。｢もう
とり

わかっただろう。鳥のやつはおなかが

すいていたので,き みをべつのハチの
ほう い

すの方へつれて行こうとしたんだよ。

蔦のやつは,じ ぶんでハチミツをとる

ことができないんだ。それなのに,き

みはハチミツを,ぜ んぜんのこしてお

いてやらなかったんだろう。ハチミツ

のある弄}弄をおしえてくれた蔦にも,わ
おも

けてあげなくぢゃいけないと思わない

かい。｣

キルマニは,は ずかしくな りました。
すこ

｢スクは,ミ ツオシエに少しのこして

おいてやろうとしたんだ。でも,ぼ く

はどうしてそんなことをするのかわか

らなかった。これからは,ミ ツオシエ

がミツのありかをおしえてくれたら,
すこ

少しのこしておいてやることにするよ。｣
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チャーチニ ューズ

って くれ るな ら どこ にで も行 き ます と言 っ

て くれ ま した。 ユ タ州 に はつ りの で きる 所

がた くさん あ ります の で,楽 しみ に して い

ます。｣

父親 と しての役 割 を果 た され る 時 に,

大 変忙 しい スケ ジ ュー ルの 中 で どの よ うに

調 整 を図 られ て い ますか 。

｢ス テー キ部 大会 の 外12の 伝 道部 へ も年

に2度 訪 問 させ て頂 き ます か ら,子 供 たち

と過 ごせ る時 間 は本 当 にわ ずか しか あ りま

せ んので,家 にい る時 は密度 の 濃 い交 わ り

をす る よ うして いま す。 それ に子供 た ち は

お 父さん の仕事 が大切 な仕事 だ とい うこ と

を理 解 して くれ て,と て も協 力 的 です。 こ

の間私 の 妻が 助 けて くれ た こ とに とて も感

謝 して います。｣

お子 さ んか ら要望 され る こ とは,ど ん

な こ とで すか。

｢父親.参観 日
,運 動 会1学 芸 会 とか い ろ

い ろあ りま した。 今 まで は教 会 の仕 事 で行

けな い時 があ りま したが,今 度 ユ タ に行 っ

た ら子 供 た ちの ため に もっ と時 間 を とれ る

よ うに なるか もしれ ませ んね。｣

《青春を思い切り燃え立たせて》
一 一若 い 人た ち に

,メ ッセー ジを頂 け ませ

んか。

｢日 本 は第二 次世 界大 戦で 何 もか も失 い
,

貧 しい国 で した。 それ が今,世 界的 に尊 敬

を集 める 国に な りま した ね。 そ れは ひ とつ

に先祖 か ら受 け継 い でき た勤 勉 さ,誠 実 さ

とい う美徳 が あ ったれ ば こ そで き た ことだ

と思 い ます。｣

｢し か しなが ら
,福 音 的 な角 度 か ら現 代

社 会 を見 る時,世 の 中はモ ル モ ン経 の堕 落

した民 と 同 じよ うな歩 み を して いる と思 い

60

ます。 例 えば,結 婚 への 神聖 な考 え方,正

直,勤 勉,両 親 を敬 う こ と;な どの 美 しい

日本 の道徳 観 が今 や 危機 に さ らされ て い ま

す。 うわべ は 活気 に満 ちた社 会 の動 き も,

土 台 とな る理 念が 崖 が崩 れ る よう に崩れ 始

め て いま す。 また 人 々 は大都 市 め スモ ッグ

で 汚れ た空 を 本 当の 空だ と思 い込 ん で,美

しい空 を忘 れ,汚 れ た もの を当た り前の よ

う に受 け 入れ てい ま す。 それ と同 じよ うに

キ リス トの み た まを感 じられ な いほ ど に,

悪 の力 が あ らゆる媒 体を 通 して浸 透 して き

て い ます。

'80年 度の 警視 庁青 少 年 白書 に よ ります と
,

盗 み,薬 物,暴 行 な どで26万 人が 補 導さ れ

た とあ ります。 潜在 的 に は150万 は いる だ

ろ う と推 定 され て い ます。 これ らの状 況 を

見て い る と,私 た ちの福 音 以 外 にこ の世 の

中 に救 い を もた らす教 え はな い と感 じま す。

です か ら,ど う して も福 音 を広 め た いで す

ね。｣

｢神様 の導 き とみん な の力 で現 在 のた っ

た7万 人の教 会 員 を70万,700万 にす る こ

とが で きた ら とい う気持 ちが あ ります。 そ

れ 以 外 に私 た ちの救 い のみ な らず,日 本 の

救 い はな い よ うに思 い ます。 それ をす る た

め には,日 本 の指 導 者 の皆様 に時 の しる し

を覚 えて い ただ き,今 こ そた くさ んの ロ ー

カル宣 教 師 を出 して 頂 きた い と思 って い ま

す。教 義 的 に も,霊 的 に も,熱 心 さにお いて

も,ビ ジ ョンに おい て も,一 番 訓練 され る

の は伝 道 に 出た 時で す。 た くさ んの 帰還 宣

教 師が 定 員会 や監 督 会で,あ る いは,高 等

評議 員,ホ ー ム.ティーチ ャー な ど と して 働

く時,教 会 は もっ と大 き くなる と思 い ます。

すべ て の若 人 々 ちに望 む こ とが この伝 道 で

す。 宣教 師 の数 によ って教 会 の 発展 の度 合
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●●●菊:地長老 との出会 い

支部長をされていた

あの頃

私 が,初 めて 菊地 長老 にお会 い したの は

1965年10月 の こ とで した。 当 時,菊 地 長 老

は伝 道 を終 えて 帰 って 来 られ てか ら,吉 祥

寺 の東 京西支 部 で支 部長 をされ,ま た同 時

に,学 生 で あ り,夫 で あ り,父 親 で ある と

い う幾つ か の責 任 を よく果 た して お られ ま

した。 いつ も忙 しそ うに レて お られ ま した

の で,求 道者 の 時 には あ ま りお話 す る機 会

が あ りませ んで した。 しか し,私 のバ プ テ

ス マ会 では,確 認 を して下 さ り,心 の込 も

った祝福 を いた だ き まし た。 そ して,私 は

ア ロ ン神 権 の執事,後 に祭 司 の聖 任 も,菊

地支 部長 か ら受 け,結 婚 式 の 司式 を も して

い ただ き ました。 その後,公 私 共 に長年 に

わ.たり,あ まりに も多くの愛 と関 心 を示 して

い ただ きま した ので,感 謝 のす べ て を短 い
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文 章 で述 べ る こ とは とて も難 しい ことで す。

支部 長 は私 が バプ テ スマ を受 け て後,す

ぐ に神 権 昇進 セ ミナー を開 いて 下 さい ま し

た。 テキ ス トも満 足に な い頃で したが,菊

地 重部 長 は,自 ら素 晴 ら しい テキ ス トを編

集 さ れ,私 たち 未熟 な者 を熱心 に指 導 して

下 さ い ま した。.神権 組織 を強め よ う との熱

意 は,聖 徒 一 人一 人に伝 わ り,教 会 の 出席

数 は増加 し,素 晴 ら しい効果 を上 げま した。

聖 餐会 で の彼 の お話 や,日 曜学校 での 力の

込 もった レッス ン も,聞 い て いる私 た ち を

感動 させ ず には お きませ ん で した。 あれ か

ら16年 の 月 日が流 れ ま した。 私 は今 で も毎

日の よ うに菊 地長 老 か ら 多くの もの を教 え

られ てい ます。

こ の度,菊 地 長 老の担 当が 変更 にな り,ユ

タ に移 られることを知 り,本 当にびっく りし

て しまい ま した。 や がて は この 時が来 るの

で は ないか と思 って はお りま した。 しか し,

い ざ その 時 にな って みる とお め で とう ござ

い ます と申 し上 げ ね ばな らない ので し ょ う

が,何 か さみ しさ を感 じて しま い ます。

これ まで 日本 で 生 活 して来 られ た ご家 族

に と って,ユ タ に移 られ る こ とは本 当 に大

変 な ことで しょ う。 ご家族 の 皆様 が 早 く新

しい環境 に慣 れ ます よ うに,ま た菊地 長 老

の なお一 層 の こ漬 躍 を心 か らお祈 り致 しま

す。(い の うえ･り ゅうい ち1943年 生 まれ)
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うわ さ

末日聖徒には,悪 い噂や
黒い背景がない

辮ぎ

鮫 島 邦 彦

酪農学園大学教授

札幌ステーキ部札幌第2ワ ード部

学 を卒業 して数 年間,私 はあ る食 品

大 総合 メー カー に勤 め ま した。 その 間

に も,教 会 や 人々 に最 も 自分 グ貢 献 で きる

仕 事 は何 だ ろうか と,日 々真 剣 に考 え祈 り

続け ま した。 そん な折,現 在 勤務 して いる

大学 に,私 の専 門分 野 の研 究 室が 設 け られ

る こ とにな り,恩 師 の推薦 を受 け研 究生 活

に入 りま した。

肉製品 製造 学研 究室 と名づ け られ た その

研究 室で の活動 は,筋 肉タ ンパ ク質 の分 子

構造 の変化 か ら食品物 性 を説 明 し よう とす

る こ とを 目的 として い ます。 とはい う もの

の,研 究 し始 めの 頃 は,自 分 の専 門 とは言

え,.内 容 が さっ ぱ り理 解 で きず,想 像以 上

の学 問の 進歩 発展 に 目が まわ る よ うな思 い

で した。 と同時 に,教 会 の 召 しに忠 実 であ

りたい とい う気持 ち と,自 分 の 将来 へ の心

配や 焦 りで,い つ も複雑 な心 境 で した。

しか し,教 会 で学 んだ 忍耐 や 目標 の定 め
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照 脚 燃 誰

方 に従 っ てい る 内に,み た まの助 け に よ っ

て理 解 力が 深 ま るの をは っ き りと感 じる よ
ま じ め

うに な りま した。 正 直 に,真 面 目にま た 自

分 の信 条 に忠実 であ る こ とによ って,素 晴

らし い友 人,優 れ た先 輩,良 い 同僚 に 恵 ま

れ,想 像以 上 に 急速 に研 究 の進展 をみ る こ

とがで き た こ とを証致 しま す。

自分 の信 仰 が ゆ っ くり とでは あ ります が

次 第 に強 ま って い くの を感 じる よ う にな っ

た の は,バ プ テ スマ 後15,6年,大 学 を卒 業

してか ら11,2年 た った頃 か らで す。 丁度 そ

の 頃,カ ナ ダの アル バー タ州 立 大学 に交 換

教 授 と して派 遣 され ま した。 あ る会 議 の席

で,｢日 本か ら交換 教授 として 来 られ て いる

鮫 島教 授 は末 日聖 徒 です。 です か ら彼 に は

悪 い 噂や黒 い背景 を見つ け る こ とが で き ま

せ ん｣と 紹 介 さ れ ま し.た。 故 ヒ ュー･B･

ブラ ウ ン副管 長 やN･エ ル ドン･タ ナー 副

管 長 を初 め とす る カナ ダの 末 日聖徒 へ の信

頼 の 篤さ を示 す この 言葉 を聞 いて,と て も

うれ しく思 い ま した。 そ して 日本 で も教会

員が 多くの 人々 の信 頼 を得 る こ とがで き る

よ うに,自-分 もで きる 限 り努 力 しな けれ ば

と決 意 を新 た に しま した。

そ れ以 後 も国 際的 な学 会 に 出席 す る機会

が しば しば あ り,世 界 各 国の末 日聖 徒 に会

えた こ とは私 に とって励 み で もあ り,喜 び

で もあ りま した。 も し私 が 真 の教 会 に属 し

てい なけ れ ば,こ の よう な幸福 な思 い,満

たさ れた 気持 ち.,平 安 な心 を決 して得 られ

なか った で し ょ う。 また勤 務先 の 大学 に も

毎 年10数 人 の末 日聖 徒 の学 生が 在籍 し,私

の研 究室 に も教 会貝 が い ます。 彼 らは他 の

学生 の良 い模 範 とな って お り,教 会 で も熱

心 に働 いて い る様子 は,私 に 誇 りを感 じさ

せて くれ ます。
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お茶の水支部,オ ープン
八ウス開く

東 京都 千代 田 区の神 田駅 か ら歩 いて2分,

首都 の真 ん 中に東 京南 ステー キ部 お茶 の水

支部 があ る。 古 川 ビル の地 下42坪 を借 りて,

4つ の教室,礼 拝 堂,支 部 長 室,書 記室 な

どに間仕切 り,集 会所 にあ て て いる。 近 辺

には,大 学,予 備校 が 点在 し,こ の学 生街

で改宗 した学 生 を中心 に約50名 が 集会 に出

席 してい る。

去 る6月14日 か ら20日 まで の1週 間,お

茶 の水 支部 で建 物 の移転 を機 に オープ ンハ

ウ スを行 な った。

各部 屋 に,予 言者 ジ ョセ ブ･ス ミス,神

殿,扶 助 協 会 な どにつ いて の展 示 を行 な い,

神 殿の コー ナ ーで は,特 に若 い会 貝の 御両

親 のた め スラ イ ドを上 映。 これ は ソル トレ

ーク神 殿の訪 問 者 セ ンター で上 映 され て い

るス ライ ドを 日本 人キ ャス トに変 えて再 編

集 した もの で ある。 教会 員 の娘 が 非教 会貝

の父親 に神 殿 の大切 さ を説 明 し,い つ か 自

分 も神 殿で 結婚 したい との希 望 を語 り,共

に永遠 の家族 にな るこ とを望 む とい った 内

▼独身 成人 の活動 の様 子 をパネ ルに して紹介

鐸 興興灘
難劔麟一

容 であ る。

ハ イ ト支部 長 は,オ ープ ンハ ウス を終 え

た後 で次 の よ うに語 って いる。｢私 た ち は何

カ 月 も前 か らオ ー プ ンハ ウス のた め に計画

し,準 備 して きま した。1週 間の オー プ ン

ハ ウスが 終 わ って皆 疲 れて い ま したが,素

晴 ら しい成果 を上 げる こ とがで き ま した。

オー プ ンハ ウス に来 られて,今 ま で抱 い て

いた疑 問 が な くな り,み た ま を感 じて バプ

テ スマ を受 けた 方 もあ りま した。 また 会員

の証 は強 め られ,求 道者 も増 えま した。 さ

ら にうれ しか っ たの は,約70名 の訪 問 者の

内,教 会 貝の 家族5家 族 の訪 問 が あ った こ

とです。 あ る御両 親 は支 部 のオ ープ ンハ ウ

スを楽 しんでか ら,『教 会 の雰 囲気 が とて も

いいで すね 。 ま た訪 問 した い と思 いま す』

と言 って下 さい ま した。 今 こそ私 たち は,

この素 晴 ら しい教 会 貝の 両親 や 家族 の 改宗

に向け て努 力 すべ き時 だ と思 い ます。

また,最 も感動 的 だ った のは,会 員 が何

時 間 もかけ て考 え,完 成 した展示 物 に,彼

らの強 い証 が表 わ れ て いる こ とで した。 そ

こには,会 員 の一 致 とみ た まが あ りま した。

秋 に も同 じよ うな 企画 を たて た い と思 って

い ます。｣

▼｢予 言者 の 部屋｣で 説 明 す る兄弟
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ローカル ベー ジ

いた心 の糸 がプ ツ ン と切 れ て,完 全 に生 き

る望 み をな く して し まい ま した。 そ の後,

私 に も症 状 が表 われ,髪 の 毛 が全 部抜 け落

ち,歯 ぐき か ら出血 し,何 も食べ る こ とが

で きな くな りまし た。 また一 夜 の う ち便所

に25回 も通 い,身 体 中 の水分 が 全部 出て し

ま い,そ の ため睡 眠不 足に 陥 って 生 きた心

地 が し ません で した。 病 院 の先 生 か ら,も

う長 く ない と言わ れ,私 も覚 悟 を決 め てお

りました が,幸 い にして 主 の導 き に よ り奇

跡 的 に快復 しま した。

戦後15年 目の昭 和35年10月21日,主 人が

原爆病(急 性 白血病)で 急死 して しま い ま

した。 原 爆は と う とう私 ひ と りを残 して子

供 と主 人 とを奪 ったの で した。 失 意 の どん

底 にあ っ たそ の年 の12月,雪 の降 る 寒 い 日

で した。 恵み深 き神 様 は姉 妹 宣教 師 を遣 わ

して,真 の福 音 を 聞 く機 会 を私 に与 えて 下

さいま し た。 私 に と って は天使 の 訪れ の よ

うに思 われ ま した。 今後 は福 音 と共 に生 き

る こ とを決 心 し,翌 年 の4月 にバ プ テス マ

を受 け る こ とが で きま した。 その 後,原 爆

の後 遺症 に悩 まされ,子 宮 ガ ン と乳 ガ ンの

手術 を受 け ま したが,現 在 は元 気 に生 か さ

れて お り ます。 しか し,原 爆病 で ある こ と

か ら,い つ死 が襲 って く るかわ か りませ ん

ので,毎 日毎 日を大切 に生 き なけれ ば と 自

分 に言い 聞か せて お ります。

昭和40年 にはハ ワ イ神 殿 で主 人 と子供 と

の結 び 固めを終 わ り,こ の上 ない平 安 と喜

びを感 じる ことが で きま した。 ま た東京 神

殿 に も参 入 し,感 謝 の 日々 を送 って お りま

す。｢爆 心地 か ら900メ ー トル しか 離 れて お

らず,し か も,原 爆 の光 った 瞬間 を 目撃 し

68
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た 人が,今 も.こう して生 き てい る のは奇 跡

で すね｣と 今 で も病 院の 先生 が不 思議 そ う

に言わ れ ます。 私 は戦 火 と地 獄 さ なが らの

中 を く ぐ り抜 けて き た者 と して戦 争 の恐 ろ

しさ,平 和 の 大切 さ を骨 の髄 か ら知 って い

るつ も りで す。 私 が生 き て いる こ とは奇跡

で あ り,神 の 導 き以外 の な に もの で もあ り

ませ ん。 神 に よ り生か さ.れて い る喜.びが涙

と共 に心 の 底か ら込み 上 げて く るの を抑 え

る こ とが で き ませ ん。 日本 が,い や世 界 中

が原水 爆 か ら守 られ,平 和 で ある よ うに,

私 の魂 の叫 び と して心 か らお祈 り致 します。

(な かむ ら･り ょう こ64歳)

㊧㊥㊧㊧㊧⑳㊧⑭㊧㊧⑳㊧㊧㊧

川に幼児が
宣教師腰 までつかって救出

一旭 川 一

宣 教 師が お ぼれ てい る子 供 を助 けたニ ュ

ー スは
,新 聞 に掲載 され た こ ともあ って,

旭 川 で はか な リ多 くの 人 々の知 る ところ と

な った。 宣教 師が伝 道 してい る と｢あ あ,

あの 子供 を助 けた教 会 の人 で すか｣と 立 ち

止 まって 話 を聞 い て くれた との こ とで あ る。

6月15日,私 は 同僚 の ピ ンチ長老 と土手

を歩 いて い る と,100メ ー トル 程 先 の方 か

ら女性 と4,5人 の子 供 た ちが走 っ てき ま し

た。 彼 らは ピ ンチ長 老 を見 る とい きな りこ

う言 いま した。

｢外 人 さん
,子 供 がお ぼれ て 流 されて い
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感銘を受けた｢ソマ リア｣のお話 指導者の言葉をノー トに

｢ソ マ リア｣。 この文 字 を見 つ けて,ア

フ リカ に興 味 を抱 く私 は とて も う

れ しくな りま した。 いつ もの よ う に帰宅 す

る人で 混雑 す る電車 の 中 で,今 月.号(6丹

号)の｢聖 徒 の道｣を 読 ん で い た時 で した。

私 は現在 プ ラ イマ リー の責 任 が与 え られ て

います ので,｢聖 徒 の 道｣の 子 供 のペ ー ジは

特 に一生 懸 命読 む よ うに して い ます。

アフ リカは発 展途 上 国の 集 ま りだ と言 わ

れ た りし ますが,実 は彼 らは素 晴 ら しい独

自の文化 を持 って い ます。 そ して,と て も

強 い生命 力 を持 って 生活 して い ます。 そ ん

な こ とを考 え なが ら読ん で い ます と,次 第

に そのお 話 に引 き込 まれ て し まい ます。 も

し自分 の 生徒 た ちが こんな 経験 を した ら と

考 える と,い つ しか 涙 さえ 浮か んで きま し

為。 あの 大統領 の｢知 って い る者 は教 え,

知 らない者 は学 ぼ う｣と い う教 えが,子 供

たち を教 え る責 任 に ある私 に とって 大 きな

宝 とな りま した。 いつ もた くさ んの ことを

学 べ る｢聖 徒 の道｣に 感 謝 して い ます。(町

田 ステー キ部平 塚 支部･峰 尾 秋代･21歳)

と娘 は,毎 月｢聖 徒 の道｣が 届 くの

私 を とて も楽 しみ に して いま す。10歳

の娘 と一 緒 に読 む時 に た くさん の こ とを学

び,幸 せ を感 じます。｢聖 徒 の道｣は 聖典 と

同様 に私 に生 き る 目的 と指針 を与 えて くれ

ます。 そ して苦 しい 時,悲 し い時 には心 を

癒 し,悩 んで い る時 には 解決 の 道 を見 いだ

す こ と もあ ります。 私 に とって とて も大 切

な本 です 。

出か け る時 には いつ も｢聖 徒 の道｣を 持

って 行 き ます。 電車 の中 で,病 院の待 合 室

で,学 校 の 父母 会 な どで親 し くな った方 へ

差 し上 げ ています。友 人宅 を訪 れ る時 に も持

参 して とて も喜 んで いただき,そ れ 以来 家族

ぐるみで お 付 き合 い して いる.方々 もいま す。

いろ ん な方 に差 し上 げ て しまうので,｢聖 徒

の道｣を 読 んだ 後,指 導 者 の 言葉 を ノー ト

に書 き留 め てお くこ とに しで い ます。 です

か.ら.いつ で も安 心 して差 し上 げ る こ とがで

きま す。(東京 北 ステーキ部 所沢 ワ ー ド部･

坂 美智 恵･'38歳)
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